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埼経協ニュース427号

奇
跡
の
酒
と
も
い
わ
れ
る
純
米
大
吟

醸
「
獺
祭
」。
世
界
中
に
フ
ァ
ン
を
持

つ
、
日
本
を
代
表
す
る
お
酒
で
す
。

一
月
二
一
日
㈮
第
十
回
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
は
、
獺
祭
を
製
造
す
る
旭
酒
造
株

式
会
社
取
締
役
会
長
の
桜
井
博
志
氏
を

講
師
に
お
迎
え
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
経
営
層
の
方

に
多
く
ご
参
加
い
た
だ
き
、
二
六
名
の

ご
視
聴
が
あ
り
ま
し
た
。

■
米
作
り
に
夢
を

獺
祭
の
製
造
に
は
山
田
錦
と
い
う
高

級
米
を
使
っ
て
い
る
。
一
時
期
、
米
そ

の
も
の
は
余
剰
な
の
に
山
田
錦
の
生
産

が
不
足
す
る
状
況
が
あ
っ
た
。
農
家
に

山
田
錦
の
生
産
を
お
願
い
し
て
も
、
断

ら
れ
て
し
ま
う
。
山
田
錦
よ
り
も
、
国

か
ら
補
助
金
が
も
ら
え
る
米
の
生
産
の

方
が
得
だ
と
い
う
の
だ
。

な
ん
と
か
山
田
錦
の
生
産
量
を
増
や

し
た
い
、
農
家
の
人
に
米
作
り
に
夢
を

持
っ
て
ほ
し
い
、
そ
ん
な
思
い
で
、
優

勝
者
に
桁
外
れ
の
賞
金
を
出
す
「
山
田

錦
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
始
め
た
。
そ
の

米
で
作
っ
た
獺
祭
は
、
サ
ザ
ビ
ー
ズ
の

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
一
本
八
四
万
円
の
値

が
付
い
て
い
る
。

■
高
価
格
商
品
へ
の
転
換

私
た
ち
の
酒
蔵
の
周
囲
は
、
山
、
山
、

山
だ
。
先
代
か
ら
継
い
だ
会
社
の
経
営

は
厳
し
く
、
も
は
や
地
元
で
や
っ
て
い

く
こ
と
は
困
難
だ
っ
た
。
東
京
市
場
に

出
る
決
断
を
し
た
の
は
、
そ
れ
し
か
手

段
が
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
そ
の
際
、
安

い
清
酒
か
ら
高
価
な
純
米
大
吟
醸
に
転

換
を
図
っ
た
。
小
さ
な
市
場
で
同
業
他

社
を
叩
き
潰
し
て
自
社
の
売
上
を
と
る

ビ
ジ
ネ
ス
の
仕
方
は
よ
く
な
い
。
大
き

な
市
場
で
少
し
の
売
上
を
い
た
だ
く
こ

と
が
成
功
の
秘
訣
だ
。

東
京
市
場
で
売
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
は
、
世
界
に
も
売
上
を
伸
ば
し
て

い
る
。
二
〇
二
〇
年
は
、
コ
ロ
ナ
で
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
が
な
く
な
っ
た
が
、
そ
の

後
二
〇
二
一
年
は
輸
出
を
伸
ば
し
、
過

去
最
高
の
売
上
を
記
録
し
た
。
販
売
数

量
は
減
少
し
た
が
、
高
単
価
な
酒
が
売

れ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
が
も
た
ら
し
た
私

た
ち
に
対
す
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
だ
。

■
科
学
的
な
デ
ー
タ
に
よ
る
酒
造
り

杜
氏
さ
ん
の
酒
造
り
に
飽
き
足
ら
ず
、

更
に
よ
い
も
の
を
目
指
し
た
結
果
が
、

デ
ー
タ
化
に
よ
る
酒
造
り
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
わ
か
る
人
だ
け
の
暗
黙
知
か
ら

形
式
知
へ
の
転
換
と
い
え
る
。
デ
ー
タ

化
に
よ
り
、
糖
化
・
発
酵
指
標
の
新
た

な
発
見
に
つ
な
が
っ
た
。

し
か
し
、
同
時
に
デ
ー
タ
以
外
に
も

未
発
見
の
要
素
が
あ
る
こ
と
の
理
解
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。
一
例
と
し
て
、
エ

ク
ソ
ソ
ー
ム
の
発
見
だ
。
発
酵
の
中
に

は
、
未
知
の
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
デ
ー
タ
だ
け
で
酒
は
造
れ

な
い
。
商
売
に
勝
つ
こ
と
だ
け
が
酒
造

り
で
は
な
い
。
常
に
そ
の
先
に
あ
る
の

は
、
お
い
し
い
酒
の
追
求
だ
。

■
今
秋
オ
ー
プ
ン
予
定
！

Ｎ
Ｙ
酒
蔵

現
に
ア
メ
リ
カ
に
は
日
本
企
業
の
酒

蔵
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
た
だ
、
残

念
な
こ
と
に
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
最
下
段
に
六
ド
ル
五
〇
セ
ン
ト
で
並

ぶ
よ
う
な
安
い
酒
が
中
心
だ
。
こ
れ
で

は
日
本
酒
が
市
場
で
リ
ー
ダ
ー
的
な
地

位
を
と
る
こ
と
は
難
し
い
。
世
界
を
牽

引
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
市
場
に
高
品
質

な
日
本
酒
を
提
供
し
た
い
。
そ
ん
な
思

い
で
、
Ｎ
Ｙ
に
酒
蔵
を
建
設
中
だ
。

■
ピ
ン
チ
と
チ
ャ
ン
ス
は
表
裏
一
体

四
年
前
の
西
日
本
豪
雨
で
は
、
山
口

県
の
酒
蔵
が
被
害
を
受
け
、
多
方
面
か

ら
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
。
今
現
在
も

コ
ロ
ナ
で
ご
苦
労
を
さ
れ
て
い
る
方
も

大
勢
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
言
い
た
い
。

困
難
や
苦
労
の
中
に
人
生
は
あ
る
。
人

間
は
あ
る
。

人
間
に
は
、
困
難
を
乗
り
越
え
て
き

た
歴
史
が
あ
る
。
チ
グ
リ
ス
・
ユ
ー
フ

ラ
テ
ス
川
の
氾
濫
に
よ
っ
て
メ
ソ
ポ
タ

ミ
ア
文
明
が
興
っ
た
よ
う
に
、
ま
た
、

ペ
ス
ト
流
行
で
多
く
の
死
者
が
出
た
結

果
、
そ
の
教
訓
と
し
て
食
料
の
供
給
率

が
上
が
っ
た
よ
う
に
、
我
々
は
困
難
を

乗
り
越
え
新
し
い
も
の
を
つ
く
っ
て
き

た
。
ピ
ン
チ
と
チ
ャ
ン
ス
は
表
裏
一
体
。

コ
ロ
ナ
禍
の
現
在
、
ぜ
ひ
新
し
い
明
日

を
切
り
開
い
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
う
。

講
演
で
は
、
様
々
な
映
像
を
ご
紹
介

い
た
だ
き
な
が
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す

る
考
え
方
を
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
常
に

一般社団法人 埼玉県経営者協会会報

’22 月号

日本経団連 埼玉

第
十
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

「『
逆
境
経
営
』
ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
！
〜
獺
祭
（
だ
っ

さ
い
）
が
挑
戦
を
続
け
る
理
由
〜
」
を
開
催

山田錦プロジェクト

講演をする桜井博志氏

2・3

― 1 ―



�����������������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ����������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

第
二
十
回
渋
沢
栄
一
賞
表
彰
式
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て

開
催
。
伊
藤
雅
俊
氏
、
大
山
健
太
郎
氏
、
鈴
木
修
氏

が
渋
沢
栄
一
賞
を
受
賞
。

先
を
見
据
え
る
先
見
の
明
、
逆
境
を
好

機
に
捉
え
て
果
敢
に
挑
戦
す
る
力
強
さ

が
参
考
に
な
っ
た
」「
お
い
し
い
お
酒

を
追
求
し
、
売
る
こ
と
が
先
に
来
な
い

と
い
う
考
え
に
感
銘
を
受
け
た
」
等
の

ご
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

二
月
十
四
日
㈪
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
防
止
対
策
の
た
め
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
表
彰
式
に
お

い
て
、
埼
玉
県
出
身
の
実
業
家
渋
沢
栄

一
の
精
神
を
受
け
継
ぐ
全
国
の
企
業
経

営
者
に
「
第
二
十
回
渋
沢
栄
一
賞
」
が

贈
ら
れ
た
。
受
賞
者
は
、
株
式
会
社
セ

ブ
ン
＆
ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス（
東

京
都
千
代
田
区
）
名
誉
会
長

伊
藤
雅

俊
氏
、
ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ
株
式
会
社

（
宮
城
県
仙
台
市
）
代
表
取
締
役
会
長

大
山
健
太
郎
氏
、ス
ズ
キ
株
式
会
社（
静

岡
県
浜
松
市
）
相
談
役

鈴
木
修
氏
の

三
名
で
あ
り
、
受
賞
理
由
は
次
の
と
お

り
。

■
伊
藤
雅
俊
氏
（
株
式
会
社
セ
ブ
ン
＆

ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

名
誉

会
長
）

◇
会
社
概
要

・
純
粋
持
株
会
社
、
一
九
二
〇
年
創
業

（
羊
華
堂
�
ヨ
ー
カ
堂
の
前
身
）。

従
業
員
数
五
八
九
七
五
人
（
連
結
、

二
〇
二
一
年
二
月
二
八
日
現
在
）。

◇
優
れ
た
経
営

・
戦
後
、
売
り
場
面
積
二
坪
の
洋
品
店

か
ら
経
営
者
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を

ス
タ
ー
ト
、
一
九
五
八
年
に
ヨ
ー
カ

堂
（
現
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
）
を
設
立

し
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
チ
ェ
ー
ン
店
展
開

を
開
始
。

・
一
九
七
四
年
に
セ
ブ
ン‐

イ
レ
ブ
ン

及
び
デ
ニ
ー
ズ
の
日
本
一
号
店
を
開

店
。

・
高
度
経
済
成
長
と
と
も
に
、
総
合
ス

ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

等
を
有
す
る
巨
大
小
売
業
グ
ル
ー
プ

に
成
長
さ
せ
、
日
本
経
済
の
発
展
に

大
き
く
貢
献
。

◇
社
会
へ
の
貢
献

・
経
済
的
理
由
に
よ
り
苦
学
を
強
い
ら

れ
て
い
る
若
者
の
支
援
を
目
的
に
一

九
九
四
年
（
公
財
）
伊
藤
謝
恩
育
英

財
団
を
設
立
、
二
〇
二
一
年
ま
で
に

大
学
生
を
中
心
と
す
る
約
一
一
〇
〇

名
に
奨
学
金
等
を
支
給
。

■
大
山
健
太
郎
氏
（
ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ

マ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長
）

◇
会
社
概
要

・
生
活
用
品
企
画
・
製
造
・
販
売
。

一
九
五
八
年
創
業
、
従
業
員
数

一

五
五
五
〇
人
（
二
〇
二
二
年
一
月
時

点
）

◇
優
れ
た
経
営

・
十
九
歳
で
家
業
を
継
承
し
、
地
方
か

ら
世
界
で
事
業
展
開
す
る
グ
ロ
ー
カ

ル
企
業
に
成
長
。

・
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
を
代
表
す

る
企
業
と
し
て
、
日
本
の
抱
え
て
い

る
課
題
に
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ

て
解
決
策
を
提
供
す
る「
ジ
ャ
パ
ン
・

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」
を
実
施
。

・
生
活
者
の
日
常
の
不
足
・
不
満
を
解

消
す
る
ユ
ー
ザ
ー
イ
ン
発
想
の
商
品

開
発
で
年
間
一
千
ア
イ
テ
ム
を
発
売
。

◇
社
会
へ
の
貢
献

・
被
災
し
た
地
域
・
人
々
へ
、
支
援
物

資
の
提
供
や
義
援
金
の
寄
附
等
を
実

施
。

・
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
の
復
興
の

た
め
に
宮
城
県
亘
理
町
に
精
米
工
場
、

福
島
県
南
相
馬
市
に
資
材
製
造
工
場

を
設
立
し
、
雇
用
創
出
。

■
鈴
木
修
氏（
ス
ズ
キ
株
式
会
社

相

談
役
）

◇
会
社
概
要

・
四
輪
車
・
二
輪
車
・
マ
リ
ン
製
品
な
ど

の
製
造
・
販
売
。
一
九
二
〇
年
設
立
、

従
業
員
数
六
八
二
三
九
人
（
連
結
）。

◇
優
れ
た
経
営

・
イ
ン
ド
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
な
ど
海
外
へ

の
積
極
的
な
進
出
に
よ
り
、
社
長
継

承
時
か
ら
売
上
高
を
約
十
倍
に
成
長
。

・
社
長
就
任
翌
年
に
発
売
し
た
ア
ル
ト

を
主
導
し
、
現
在
に
至
る
ま
で
一
貫

し
て
軽
自
動
車
の
普
及
・
発
展
に
尽

力
。

◇
社
会
へ
の
貢
献

・
一
九
八
〇
年
に
（
公
財
）
ス
ズ
キ
財

団
を
設
立
、
機
械
工
業
発
展
の
た
め

若
い
研
究
者
な
ど
へ
援
助
、
助
成
件

数
一
八
五
五
件
、
助
成
総
額
約
二
二

億
五
〇
〇
〇
万
円

目

次

頁

�
第
十
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
『
逆
境

経
営
』
〜
獺
祭
が
挑
戦
を
続
け
る

理
由

一

�
第
二
〇
回
渋
沢
栄
一
賞
表
彰
式

二

�
子
育
て
応
援
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー

に
焼
き
菓
子
を
贈
呈

�「
労
働
法
実
務
対
応
講
座
」

三

�
第
三
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー
「
仕
事
と
育

児
・
介
護
の
両
立
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」

�
埼
玉
大
学
特
別
公
開
講
座

四

�
第
七
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
「
オ
ー

ル
ハ
ザ
ー
ド
型
Ｂ
Ｃ
Ｐ
」

五

�
第
八
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
「
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
」

�
第
十
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
「
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
て
」

六

�
第
十
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
「
Ｄ

Ｘ
人
材
戦
略
〜
リ
ス
キ
リ
ン
グ
〜
」七

�
企
業
経
営
者
と
高
校
生
、
保
護
者
、

教
員
と
の
『
四
者
面
談
会
』

八

�
第
五
回
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
委
員
会
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
推
進
セ
ミ
ナ
ー
」

九

�
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

十

�
埼
玉
大
学
「
出
会
い
の
広
場
」十

四

�
も
の
つ
く
り
大
学
へ
よ
う
こ
そ十

五

�
青
年
経
営
者
部
会
「
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
戦
略
」

�
青
年
経
営
者
部
会
「
人
を
大
切
に

す
る
経
営
」

十
六

�「
働
く
女
性
応
援
講
座
」

十
七

�
埼
玉
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

十
九

�「
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
労
働
法
」

�
告
知
版
、
会
員
の
動
き

二
十

オンラインで受賞者3氏、小島深谷市長、
利根審査委員長と会談する大野元裕埼玉県知事

受賞したスズキ株式会社 相談役 鈴木修氏との対談

― 2 ―



子
育
て
応
援
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
に
焼
き
菓
子
を
贈

呈
（
寄
付
）
〜
令
和
四
年
新
年
会
員
懇
談
会
中
止
の

た
め
参
加
者
用
土
産
を
寄
付
〜

令
和
三
年
度
労
働
法
実
務
対
応
講
座

『
働
き
方
改
革
に
お
け
る
労
働
時
間
管
理
』
〜
労
働

時
間
管
理
の
基
本
か
ら
実
務
上
の
留
意
点
ま
で
〜

・
二
〇
〇
〇
年
に
（
公
財
）
ス
ズ
キ
教

育
文
化
財
団
を
設
立
、
静
岡
県
下
の

高
校
生
・
大
学
生
へ
奨
学
事
業
、
支

援
総
額
約
五
億
一
五
〇
〇
万
円
。

・
二
〇
一
八
年
に
私
財
を
投
じ
て
（
公

財
）
鈴
木
道
雄
記
念
財
団
を
設
立
、

障
害
者
・
高
齢
者
福
祉
向
上
な
ど
へ

助
成
、
助
成
総
額
約
五
〇
〇
〇
万
円
。

当
日
の
表
彰
式
で
は
、
受
賞
者
と
県

庁
の
大
野
元
裕
知
事
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

結
び
実
施
し
、
受
賞
者
三
氏
の
ほ
か
、

共
催
し
て
い
る
小
島
進
深
谷
市
長
、
審

査
委
員
長
の
利
根
忠
博
本
会
名
誉
会
長

も
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。

一
月
十
二
日
㈬
に
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大

宮
で
開
催
予
定
で
し
た
「
令
和
四
年
新

年
会
員
懇
談
会
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
急
拡
大
を
鑑
み
、
中
止

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年
に

引
き
続
き
、
新
年
会
員
懇
談
会
は
二
年

連
続
の
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

本
会
で
は
、
当
日
の
ご
参
加
者
用
に

準
備
し
て
い
た
土
産
（
焼
き
菓
子
）
約

一
三
〇
個
を
埼
玉
県
か
ら
紹
介
を
受
け

た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
埼
玉
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ

ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
寄
付
し
、
一
人
親

家
庭
等
へ
の
無
料
配
布
に
役
立
て
て
も

ら
う
た
め
、
一
月
十
七
日
㈪
、
パ
レ
ス

ホ
テ
ル
大
宮
に
て
贈
呈
し
ま
し
た
。

贈
呈
は
、
本
会
廣
澤
専
務
理
事
か
ら

埼
玉
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
草
場
澄
江
代
表
に
託
し
「
一
人
親

や
子
ど
も
達
の
お
や
つ
と
し
て
役
立
て

て
ほ
し
い
」
と
お
願
い
し
ま
し
た
。

「
働
き
す
ぎ
」
を
防
ぎ
な
が
ら
、「
ワ

ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
と
「
多

様
で
柔
軟
な
働
き
方
」
の
実
現
を
目
指

す
と
さ
れ
る
『
働
き
方
改
革
関
連
法
』。

そ
の
中
で
特
に
重
要
な
改
正
の
ポ
イ
ン

ト
で
あ
る
「
労
働
時
間
管
理
」
に
焦
点

を
当
て
、
労
働
時
間
の
基
本
か
ら
働
き

方
改
革
に
伴
う
新
た
な
法
規
制
の
内
容
、

そ
し
て
、
こ
れ
に
関
連
す
る
実
務
上
の

留
意
点
ま
で
を
具
体
的
に
解
説
す
る
た

め
、
十
二
月
六
日
㈪
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
ビ
ル
に
お
い
て
『
働
き
方
改
革
に
お

け
る
労
働
時
間
管
理
』
の
講
座
を
開
催

し
、
二
三
名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

労
働
時
間
管
理
と
い
う
テ
ー
マ
は
、

今
年
度
春
に
開
催
し
た
「
労
働
法
実
務

講
座
」
の
参
加
者
の
方
か
ら
の
関
心
も

高
く
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
望
む
声
が
高

か
っ
た
テ
ー
マ
で
す
。

講
師
は
石
嵜
・
山
中
総
合
法
律
事
務

所
パ
ー
ト
ナ
ー
弁
護
士
の
塚
越
賢
一
郎

氏
に
登
壇
い
た
だ
き
ま
し
た
。
塚
越
弁

護
士
の
解
説
は
、
明
快
で
わ
か
り
や
す

い
と
の
評
価
も
高
く
、
今
回
の
参
加
者

ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
「
資
料
も
含
め
、
と

て
も
理
解
で
き
た
」
と
の
声
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

講
座
は
、
ス
ラ
イ
ド
投
影
と
レ
ジ
ュ

メ
テ
キ
ス
ト
を
併
用
し
て
進
め
ら
れ
、

参
加
者
に
は
、
塚
越
弁
護
士
が
厳
選
し

た
様
々
な
関
連
法
規
集
や
解
説
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
、
Ｑ
＆
Ａ
、
手
引
き
な
ど
も
配

布
さ
れ
ま
し
た
。

【
講
座
の
主
な
内
容
】

一
「
働
き
方
改
革
」が
目
指
し
た
も
の

㈠
働
き
方
改
革
は
何
を
目
指
し
た
も
の

な
の
か

㈡
働
き
方
改
革
関
連
法
の
本
来
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
」

㈢
働
き
方
改
革
関
連
法
の
異
質
か
つ
重

要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
上
限
規
制
」

二

時
間
外
労
働
等
の
上
限
規
制

㈠
「
労
働
時
間
」
と
は
何
か

㈡
「
労
働
時
間
」
の
把
握
方
法

㈢
労
働
基
準
法
の
労
働
時
間
規
制
の
基

本
（
労
働
時
間
・
休
憩
・
休
日
・
割

増
賃
金
）

㈣
労
基
法
改
正
に
よ
る
時
間
外
労
働
等

の
上
限
規
制
（
入
口
規
制
と
出
口
規

制
）

㈤
時
間
外
労
働
と
休
日
労
働
の
命
令
と

労
働
時
間
管
理
の
実
務

三

面
接
指
導
の
強
化
等

㈠
長
時
間
労
働
・
過
重
労
働

㈡
面
接
指
導
の
強
化
・
産
業
医
の
機
能

強
化

㈢
安
全
配
慮
義
務
と
は

㈣
業
務
災
害
と
民
事
損
害
賠
償
責
任

四

年
次
有
給
休
暇
の
時
期
指
定
義
務

㈠
年
次
有
給
休
暇
と
は

㈡
労
基
法
改
正
に
よ
る
年
次
有
給
休
暇

の
時
季
指
定
義
務

五

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を

目
指
す
そ
の
他
の
法
規
制

㈠
労
基
法
改
正
に
よ
る
フ
レ
ッ
ク
ス
タ

イ
ム
制
の
拡
張

㈡
労
基
法
改
正
に
よ
る
高
度
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
の
導
入

㈢
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度
の
導
入

㈣
育
児
介
護
休
業
法
の
改
正

本会廣澤専務理事から草場代表への贈呈

土産として準備していた
パレスホテル大宮の「焼き菓子」

石嵜・山中総合法律事務所
パートナー弁護士 塚越賢一郎氏

労働法実務対応講座 会場の様子

― 3 ―



第
三
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

「
仕
事
と
育
児
・
介
護
の
両
立
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催

令
和
三
年
度
埼
玉
大
学
特
別
公
開
講
座

〜
新
し
い
生
活
様
式
を
見
据
え
た
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
技
術
の
探
索
〜

六
「
働
き
方
改
革
」を
踏
ま
え
た
実
務

㈠
優
先
順
位
を
つ
け
る

㈡
長
時
間
労
働
の
是
正
・
過
労
死
の
防

止
に
関
す
る
ル
ー
ル
を
厳
守
す
る

㈢
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
た

め
の
ル
ー
ル
は
法
の
定
め
を
遵
守
し

つ
つ
、
会
社
の
実
情
を
踏
ま
え
て
運

用
す
る

貴
重
な
人
材
を
長
く
職
場
に
定
着
さ

せ
る
に
は
「
仕
事
と
育
児
」「
仕
事
と

介
護
」
の
両
立
に
不
安
を
持
つ
従
業
員

が
安
心
し
て
継
続
就
業
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
う
し
た
働
き
方
改
革
の
推
進
は
、

従
業
員
の
離
職
防
止
や
安
定
的
な
人
材

確
保
に
繋
が
り
ま
す
が
、
企
業
の
実
情

や
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
制
度
構
築
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
十
二
月
七
日
㈬
一
三
時
三

〇
分
〜
一
五
時
四
〇
分
、
令
和
三
年
度

第
三
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー「
仕
事
と
育
児
・

介
護
の
両
立
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

し
、
七
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
な
お
、

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
厚
生
労
働
省
の
中
小

企
業
の
た
め
の
育
児
・
介
護
支
援
プ
ラ

ン
導
入
支
援
事
業
を
受
託
す
る
株
式
会

社
パ
ソ
ナ
と
本
会
の
共
催
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

ま
ず
、
第
一
部
と
し
て
、
中
央
仕
事

と
家
庭
の
両
立
支
援
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
伊

丹
恵
理
奈
氏
よ
り
、
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。
講
演
で
は
、
中
小
企
業
の
人
材

確
保
に
お
け
る
課
題
や
、
円
滑
な
育
児

休
業
後
の
職
場
復
帰
等
を
支
援
す
る
た

め
の
プ
ラ
ン
、
両
立
支
援
等
助
成
金
に

つ
い
て
説
明
頂
き
ま
し
た
。

二
〇
二
二
年
四
月
一
日
か
ら
、育
児
・

介
護
休
業
法
の
改
正
が
三
段
階
で
施
行

さ
れ
る
た
め
、
逐
次
確
認
が
必
要
と
話

さ
れ
ま
し
た
。（
例
、
一
〇
月
一
日
か

ら
、
産
後
パ
パ
育
休
の
創
設
や
育
休
制

度
の
改
正
）。

続
い
て
、
第
二
部
と
し
て
、
仕
事
と

家
庭
の
両
立
支
援
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
稲
毛

珠
里
氏
よ
り
、
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
介
護
休
業
は
、
介
護
す
る

た
め
だ
け
の
制
度
で
は
な
く
、
仕
事
と

介
護
の
両
立
の
た
め
の
準
備
を
行
う
た

め
の
期
間
と
し
て
あ
る
と
認
識
す
る
こ

と
、
企
業
は
介
護
に
直
面
す
る
前
の
従

業
員
へ
の
支
援
と
し
て
、
企
業
の
仕
事

と
介
護
の
両
立
支
援
制
度
の
周
知
な
ど

行
う
こ
と
、
両
立
支
援
等
助

成
金
に
つ
い
て
説
明
頂
き
ま

し
た
。

仕
事
と
育
児
・
介
護
の
両

立
を
支
え
る
育
児
・
介
護
休

業
法
の
周
知
、
活
用
が
こ
れ

か
ら
も
重
要
に
な
っ
て
い
き

ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

の
影
響
も
あ
り
、
昨
年
度
は
中
止
し
ま

し
た
「
埼
玉
大
学
特
別
公
開
講
座
」
を

十
二
月
十
日
㈮
、
埼
玉
大
学
会
場
と
オ

ン
ラ
イ
ン
ラ
イ
ブ
配
信
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
で
開
催
し
、
来
場
三
二
名
、
オ
ン
ラ

イ
ン
参
加
は
七
四
名
で
、
合

計
一
〇
六
名
の
方
が
参
加
し

ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
�
新
し

い
生
活
様
式
を
見
据
え
た
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の
探

索
�
と
し
、
コ
ロ
ナ
禍
、
そ

し
て
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見

据
え
て
研
究
・
開
発
し
て
い

る
埼
玉
大
学
研
究
者
の
方
か

ら
の
「
研
究
発
表
」、
そ
し
て
、

先
端
産
業
企
業
の
方
か
ら
の

「
事
例
紹
介
」
の
二
部
構
成

で
開
催
し
、
合
計
五
名
の
発

表
者
か
ら
最
先
端
の
研
究
や

シ
ス
テ
ム
開
発
に
つ
い
て
紹

介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

埼
玉
大
学
特
別
公
開
講
座

は
、
埼
玉
大
学
と
本
会
と
の

共
催
と
い
う
形
で
実
施
し
て

き
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
、

中央仕事と家庭の両立支援
プランナー 伊丹恵理奈氏

仕事と家庭の両立支援
プランナー 稲毛珠里氏

埼玉大学 総合研究棟シアター教室の会場の様子
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第
七
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

「
今
求
め
ら
れ
る
『
オ
ー
ル
ハ
ザ
ー
ド
型
Ｂ
Ｃ
Ｐ

（
事
業
継
続
プ
ラ
ン
）』
の
構
築
に
向
け
て
」
を
開
催

埼
玉
大
学
先
端
産
業
国
際
ラ
ボ
ラ
ト
リ

ー
・
メ
デ
ィ
カ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ユ

ニ
ッ
ト
も
共
催
に
加
わ
り
、
ま
た
、
埼

玉
県
産
業
労
働
部
先
端
産
業
課
と
埼
玉

大
学
産
学
官
連
携
協
議
会
が
後
援
し
ま

し
た
。

講
座
は
、重
原
孝
臣
埼
玉
大
学
理
事
・

副
学
長
の
開
会
挨
拶
に
始
ま
り
、
二
名

の
研
究
者
か
ら
の
研
究
発
表
、
三
名
の

先
端
産
業
企
業
代
表
者
か
ら
の
事
例
紹

介
、
質
疑
応
答
な
ど
を
経
て
、
廣
澤
健

一
本
会
専
務
理
事
の
閉
会
挨
拶
で
終
了

と
な
り
ま
し
た
。

各
発
表
の
後
に
設
け
た
質
疑
応
答
の

時
間
で
は
、
会
場
内
で
参
加
の
方
や
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
の
方
か
ら
質
問
が
出
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
講
師
と
の
活
発
な
意
見
・

情
報
交
換
が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
方
の

関
心
の
高
さ
を
垣
間
見
ま
し
た
。
そ
し

て
、
研
究
者
や
開
発
者
の
新
し
い
生
活

様
式
に
向
け
て
の
画
期
的
な
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
技
術
に
対
す
る
思
い
や
熱
意
を

感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
開
催
後
の
参
加
者
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
で
も
、
四
五
名
の
方
か
ら
回
答

を
い
た
だ
き
、
発
表
に
対
し
て
の
満
足

度
は
全
体
平
均
で
八
三
・
六
％
、
次
回

以
降
も
こ
の
よ
う
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
参
加
し
た
い
と
い
う
意
見
は
九
七
％

以
上
の
結
果
と
な
り
、
未
来
を
見
据
え

て
の
研
究
や
技
術
開
発
へ
の
興
味
の
高

さ
も
伺
え
ま
し
た
。

【
令
和
三
年
度
埼
玉
大
学
特
別
公
開
講

座
の
概
要
】

テ
ー
マ
�
新
し
い
生
活
様
式
を
見
据
え

た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の

探
索

第
一
部
�
埼
玉
大
学
研
究
者
に
よ
る
研

究
紹
介

㈠
『
凝
集
誘
起
発
光
（
Ａ
Ｉ
Ｅ
）
効
果

を
駆
使
し
た
ウ
イ
ル
ス
の
新
規
検
出

方
法
の
開
拓
』
／
埼
玉
大
学
大
学
院

理
工
学
研
究
科

准
教
授

幡
野
健

氏
㈡
『
多
価
化
に
よ
る
高
機
能
化
』
／
埼

玉
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科

助

教

松
下
隆
彦

氏

第
二
部
�
先
端
産
業
企
業
か
ら
の
事
例

紹
介

㈠
『
Ｖ
Ｈ
Ｈ
抗
体
が
変
え
る
医
薬
の
世

界
』
／
株
式
会
社
イ
プ
シ
ロ
ン
・
モ

レ
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

代
表
取
締
役
根
本
直
人
氏
（
埼
玉

大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
教
授
）

㈡
『
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
装
置
開

発
事
例
』
／
株
式
会
社
ピ
ー
エ
ム
テ

ィ
ー

専
任
執
行
役
員

武
居
修

氏
㈢
『
世
界
初
の
上
部
消
化
器
が
ん
診
断

Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
開
発
』
／
株
式
会
社

Ａ
Ｉ
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス

代
表

取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ

多
田
智
裕

氏

共
催
�
埼
玉
大
学
、
埼
玉
大
学
先
端
産

業
国
際
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
・
メ
デ

ィ
カ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ユ
ニ

ッ
ト
、
埼
玉
県
経
営
者
協
会

後
援
�
埼
玉
県
産
業
労
働
部
先
端
産
業

課
、
埼
玉
大
学
産
学
官
連
携
協

議
会

日
本
で
は
地
震
の
み
な
ら
ず
、
近
年

頻
発
し
て
い
る
大
規
模
水
害
、
昨
今
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
、
事
業
活

動
を
取
り
巻
く
リ
ス
ク
が
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。
こ
う
し
た
非
常
事
態
へ
の
備
え

は
十
分
に
で
き
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

十
二
月
十
六
日
㈭
第
七
回
ト
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
は
、
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
株
式

会
社
様
と
の
共
催
に
よ
り
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
で
開
催
し
、
二
一
名
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
第
一
部
「
今
求
め
ら
れ
る
オ
ー
ル
ハ

ザ
ー
ド
型
Ｂ
Ｃ
Ｐ
構
築
に
向
け
て
」
Ｓ

Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式

会
社
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
本
部

執
行
役
員

篠
目
貴
大
氏
】

■
コ
ロ
ナ
で
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
課
題

従
来
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
で
は
需
要
減
に
対
応

で
き
な
い
こ
と
、
緊
急
事
態
宣
言
等
で

事
業
活
動
が
制
限
さ
れ
た
場
合
や
、
世

界
規
模
か
つ
長
期
間
に
わ
た
る
場
合
の

対
応
が
課
題
と
し
て
あ
ぶ
り
出
さ
れ
た
。

■
事
業
継
続
は
Ｂ
Ｃ
Ｐ
か
ら
Ｂ
Ｃ
Ｍ
へ

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
い
。

事
前
対
策
や
教
育
訓
練
で
実
際
に
運
用

し
、
点
検
し
た
の
ち
、
再
び
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を

改
善
す
る
と
い
う
Ｂ
Ｃ
Ｍ
（Business

Continuity
M
anagem

ent

）
事
業
継

埼玉大学大学院理工学研究科
松下隆彦 助教

㈱AI メディカルサービス
多田智裕 代表取締役CEOのWEB講演の様子

埼玉大学大学院理工学研究科
幡野 健 准教授

埼玉大学 重原孝臣
理事・副学長の開会挨拶

㈱AI メディカルサービス
多田智裕 代表取締役CEO

㈱ピーエムティー
武居 修 専任執行役員

㈱イプシロン・モレキュラー・エンジニ
アリング 根本直人 代表取締役
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第
八
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

「
中
小
企
業
の
た
め
の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
セ
ミ
ナ
ー
〜
喫
緊
の
経
営
課
題
と
し
て
捉
え
、
対

策
の
重
要
性
を
知
る
〜
」
を
開
催

第
十
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

「
な
ぜ
、そ
れ
で
も
会
社
は
変
わ
れ
な
い
の
か
〜
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き
こ
と
〜
」を
開
催

続
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
こ
そ
が
大
切
で
あ
る
。

■
オ
ー
ル
ハ
ザ
ー
ド
型
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
考
え

方地
震
・
風
水
害
な
ど
の
リ
ス
ク
要
因

（
危
機
事
象
）
ご
と
に
計
画
を
策
定
す

る
の
で
は
な
く
、
必
要
な
リ
ソ
ー
ス
が

使
え
な
く
な
っ
た
場
合
の
影
響
、
例
え

ば
電
力
が
調
達
で
き
な
い
、
従
業
員
が

出
勤
で
き
な
い
等
の
結
果
事
象
に
着
目

す
る
視
点
が
重
要
で
あ
る
。

■
複
数
戦
略
の
確
保
へ

有
事
の
事
業
継
続
戦
略
と
し
て
、
現

地
の
早
期
復
旧
を
目
指
す
の
か
、
代
替

で
ま
か
な
う
の
か
、
ま
た
、
組
織
の
生

き
残
り
の
た
め
に
、
持
久
さ
せ
る
の
か
、

事
業
転
換
を
図
る
の
か
等
、
戦
略
を
複

数
持
つ
よ
う
に
し
た
い
。

■
訓
練
で
対
応
力
向
上
を

訓
練
は
、
①
講
義
②
文
書
等
の
読
み

合
わ
せ
③
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
④
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
適
切
に
組
み
合
わ

せ
、
実
施
後
に
は
課
題
を
洗
い
出
し
、

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
く
。

■
事
前
対
策
と
し
て

ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
、
保
険
・
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
の
組
み
合
わ
せ
が
有
効
だ
。

【
第
二
部
「
企
業
を
取
り
巻
く
リ
ス
ク

の
分
析
・
対
策
」
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン

株
式
会
社
埼
玉
中
央
支
店
課
長

吉
野

公
輔
氏
】

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
支

援
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
関
す
る
情
報

提
供
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
「Success

Net

」
の
ご
紹
介
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
多
様
な

災
害
・
ハ
ザ
ー
ド
へ
の
対
応
方
法
や
、

ど
の
よ
う
な
取
組
み
が
抜
け
や
す
い
か

と
い
う
情
報
が
た
め
に
な
り
ま
し
た
」

等
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
化
情
報
の
改
ざ
ん
や
漏
洩

な
ど
の
サ
イ
バ
ー
被
害
。
大
企
業
の
問

題
と
捉
え
が
ち
で
す
が
、
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
の
脆
弱
性
か
ら
中
小
企
業
が
踏
み
台

と
な
る
事
案
も
増
え
て
い
ま
す
。

一
月
十
七
日
㈪
第
八
回
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
は
、
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
株

式
会
社
様
と
共
催
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
催
し
、
三
〇
名
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

【
第
一
部
「
産
業
分
野
に
お
け
る
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
」
経
済
産
業

省
商
務
情
報
政
策
局
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
課
企
画
官

佐
藤
秀
紀
氏
】

■
中
小
企
業
も
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
脅
威

に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

あ
る
調
査
で
は
、
取
引
先
が
サ
イ
バ

ー
攻
撃
被
害
を
受
け
、
そ
れ
が
自
社
に

及
ん
だ
経
験
が
あ
る
と
回
答
し
た
企
業

が
二
五
％
あ
っ
た
。
自
社
の
防
衛
が
取

引
先
の
防
衛
に
も
つ
な
が
る
認
識
を
。

■
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
お
助
け
隊

サ
ー
ビ
ス

中
小
企
業
に
対
す
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃

の
対
処
に
不
可
欠
な
サ
ー
ビ
ス
を
効
果

的
か
つ
安
価
に
、
確
実
に
提
供
す
る
民

間
サ
ー
ビ
ス
。
現
時
点
で
九
事
業
者
の

サ
ー
ビ
ス
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

■
中
小
企
業
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
自

己
宣
言「SECURITY

ACTION
」

「
Ｏ
Ｓ
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
常
に
最

新
の
状
態
に
し
よ
う
！
」
な
ど
の
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
五
カ
条
に
取
り
組
む
と

一
つ
星
が
付
与
さ
れ
る
。
何
を
し
た
ら

よ
い
か
わ
か
ら
な
い
企
業
は
、
ま
ず
こ

の
宣
言
か
ら
始
め
て
ほ
し
い
。

■
地
域SECURITY

形
成
の
た
め
の

プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
集

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
モ
デ
ル

と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
実
施
し
、
公
開
し
て
い
る
の
で
ぜ

ひ
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
第
二
部
「
サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
を
取
り

巻
く
環
境
と
備
え
に
つ
い
て
」
東
京
海

上
日
動
火
災
保
険
株
式
会
社
営
業
開
発

部
中
小
企
業
支
援
室
兼
企
業
商
品
業
務

部
サ
イ
バ
ー
室
課
長
大
西
羽
矢
太
氏
】

■
中
小
企
業
を
狙
っ
た
攻
撃
の
実
態

中
小
企
業
が
被
害
に
あ
っ
た
と
き
、

最
も
影
響
が
大
き
い
も
の
は
「
原
因
の

調
査
・
復
旧
対
応
に
係
る
費
用
の
捻

出
」
で
あ
り
、
規
模
の
大
き
い
企
業
ほ

ど
「
社
会
的
評
価
の
低
下
」「
取
引
先
・

顧
客
へ
の
損
害
賠
償
」
が
大
き
い
。

■
サ
イ
バ
ー
攻
撃
「
も
は
や
災
害
」

昨
年
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
受
け
た
徳
島

県
の
病
院
は
、
外
来
患
者
の
受
け
入
れ

が
全
面
停
止
と
な
り
、
再
開
に
二
か
月

以
上
を
要
し
た
。

■
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

自
社
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、「Tokio

Cyber
Port

」「BUDDY+

」
の
サ

イ
ト
も
ぜ
ひ
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

二
月
二
二
日
㈫
第
十
一
回
ト
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
は
、
三
〇
年
に
わ
た
る
企
業
改

革
の
現
場
経
験
を
通
じ
、
日
本
的
な
変

革
の
方
法
論
（
プ
ロ
セ
ス
デ
ザ
イ
ン
）

を
提
唱
し
て
い
る
株
式
会
社
ス
コ
ラ
・

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

プ
ロ
セ
ス
デ
ザ
イ

ナ
ー
代
表
の
柴
田
昌
治
氏
と
プ
ロ
セ
ス

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
山
科
雅
弘
氏
の
お
二
人

を
講
師
に
お
迎
え
し
、
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
、

一
八
名
の
ご
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

【
講
演
の
概
要
】

情報提供をする吉野公輔氏

基調講演をする佐藤秀紀氏

講演をする篠目貴大氏

講演をする大西羽矢太氏
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第
十
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

「
Ｄ
Ｘ
時
代
の
人
材
戦
略
〜
成
長
へ
の
第
一
歩
、リ
ス

キ
リ
ン
グ
へ
踏
み
出
そ
う
〜
」
を
開
催

■
生
産
性
の
伸
び
な
い
日
本

平
成
の
三
〇
年
で
日
本
経
済
は
停
滞

し
た
。
こ
の
停
滞
を
招
い
た
要
因
は
、

日
本
人
の
「
思
考
停
止
」
に
あ
る
。「
思

考
停
止
」
と
は
何
も
考
え
な
い
こ
と
で

は
な
い
。「
ど
う
や
る
か
」
し
か
考
え

な
い
こ
と
だ
。つ
ま
り
、物
事
の
意
味
・

価
値
・
目
的
を
考
え
ず
、
方
法
の
み
を

模
索
す
る
姿
勢
の
こ
と
で
あ
る
。

■
「
調
整
文
化
」
と
「
挑
戦
文
化
」

こ
の
「
思
考
停
止
」
は
、
日
本
に
蔓

延
し
て
い
る
「
調
整
文
化
」
に
原
因
が

あ
る
。「
調
整
文
化
」
と
は
、
従
来
の

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
維
持
を
目
的
と
し

て
、
前
例
踏
襲
や
予
定
調
和
を
大
切
に

す
る
文
化
で
あ
る
。
混
乱
や
失
敗
を
避

け
、
安
定
を
強
み
と
し
て
い
る
。
格
式

や
序
列
意
識
、
作
法
と
い
っ
た
「
枠
」

の
中
で
思
考
を
行
う
た
め
、
必
然
的
に
、

答
え
は
既
存
の
も
の
の
中
か
ら
選
択
す

る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
対
し
、「
挑
戦
文
化
」
は
、

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
を
目

的
と
す
る
文
化
で
あ
り
、
ゆ
ら
ぎ
と
混

乱
の
世
界
の
中
で
、
失
敗
か
ら
学
ぶ
こ

と
を
前
提
と
し
て
い
る
。「
な
ぜ
や
る

の
か
」「
何
の
た
め
に
や
る
の
か
」
と

い
っ
た
問
い
が
思
考
の
中
心
で
あ
り
、

「
軸
」
を
基
準
に
考
え
抜
く
力
が
不
可

欠
だ
。

こ
の
二
つ
の
文
化
は
、
ど
ち
ら
が
良

い
悪
い
と
い
う
問
題
で
は
な
い
。
し
か

し
、
今
の
日
本
に
は
「
挑
戦
文
化
」
が

圧
倒
的
に
欠
け
て
い
る
。
日
本
人
ら
し

さ
（
ひ
た
む
き
・
勤
勉
・
共
感
力
・
空

気
を
読
む
力
）
と
い
う
基
盤
の
上
で
、

日
本
の
強
み
を
活
か
し
た
「
挑
戦
」
を

し
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
だ
。

■
枠
内
思
考
か
ら
軸
基
準
の
思
考
へ

無
意
識
の
う
ち
に
、
何
ら
か
の
ル
ー

ル
や
約
束
事
、
前
例
、
会
社
の
作
法
、

上
司
の
意
向
な
ど
が
、
思
考
す
る
上
で

の
「
枠
」
に
な
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

枠
内
思
考
を
し
て
い
る
事
実
に
気
づ
い

て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
現
代
の
経
営
に

必
要
な
能
力
は
、
自
分
な
り
の
価
値
判

断
基
準
で
あ
る
「
軸
」
を
持
つ
こ
と
で

あ
る
。「
軸
」
を
持
つ
こ
と
で
見
直
し

が
容
易
に
な
り
、
状
況
に
応
じ
た
多
様

な
判
断
が
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
。

■
オ
フ
サ
イ
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

枠
内
思
考
か
ら
脱
却
す
る
カ
ギ
と
な

る
の
は
「
拓
く
場
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

す
で
に
シ
ナ
リ
オ
が
敷
か
れ
て
い
て
答

え
を
い
た
だ
く
場
で
あ
る
「
閉
じ
る

場
」
に
対
し
、
き
っ
か
け
と
知
恵
を
生

み
出
す
場
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
会
議

と
飲
み
会
の
中
間
、
ま
じ
め
な
話
を
気

楽
に
す
る
場
と
し
て
「
オ
フ
サ
イ
ト
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
取
り
入
れ
て
は
い
か

が
だ
ろ
う
か
。

■
「
問
い
返
し
」
と
「
問
い
直
し
」
の

必
要
性

一
方
的
な
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
は
、
実
行

を
あ
や
ふ
や
に
す
る
。「
な
ぜ
や
る
の

で
す
か
？
」「
そ
れ
は
ど
う
い
う
意
味

で
す
か
？
」
と
上
司
に
問
い
返
す
こ
と
、

ま
た
、「
そ
も
そ
も
、
こ
の
場
に
は
ど

ん
な
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
？
」「
そ

も
そ
も
、
お
客
様
と
は
誰
な
の
だ
ろ

う
？
」
な
ど
、「
そ
も
そ
も
」
の
意
味

や
目
的
、
無
意
識
の
前
提
を
問
い
直
す

こ
と
が
必
要
だ
。

当
事
者
が
育
つ
た
め
に
、
ぜ
ひ
、
対

話
の
中
で
「
問
い
返
し
」
と
「
問
い
直

し
」
を
習
慣
化
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
参
加
者
に
も

ご
発
言
を
い
た
だ
く
双
方
向
型
の
ス
タ

イ
ル
で
進
行
し
ま
し
た
。
画
面
越
し
や

チ
ャ
ッ
ト
で
、
講
師
と
参
加
者
と
が
意

見
を
交
え
な
が
ら
の
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り

ま
し
た
。

一
月
二
七
日
㈭
、
第
十
二
回
ト
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
は
、
リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス

研
究
所

人
事
研
究
セ
ン
タ
ー
長
の
石

原
直
子
氏
を
お
迎
え
し
、
Ｄ
Ｘ
の
本
質

と
は
何
か
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
と
は
何
か
、

そ
の
重
要
性
や
現
状
、
先
進
事
例
に
つ

い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日

は
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
で
二
三
名
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※
リ
ス
キ
リ
ン
グ
と
は
、
事
業
の
大
幅

な
変
化
に
適
応
す
る
た
め
に
、
必
要

な
ス
キ
ル
を
獲
得
す
る
（
さ
せ
る
）

こ
と

【
セ
ミ
ナ
ー
の
概
要
】

■
「
Ｄ
Ｘ
っ
て
い
う
け
れ
ど
」

デ
ジ
タ
ル
で
、
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か

コ
ロ
ナ
で
も
た
ら
さ
れ
た
様
々
な
不

自
由
や
制
約
を
解
決
す
る
可
能
性
が
最

も
高
い
手
段
が
デ
ジ
タ
ル
で
あ
る
。
無

人
店
舗
の
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
を

例
に
あ
げ
、
デ
ジ
タ
ル
を
使
い
「
こ
れ

ま
で
に
な
い
形
の
新
し
い
顧
客
体
験
を

生
み
出
す
」
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
説

明
さ
れ
た
。
変
革
を
起
こ
す
に
は
、「
顧

客
の
こ
と
を
徹
底
的
に
考
え
る
こ
と
」

「
デ
ジ
タ
ル
の
可
能
性
と
脅
威
を
徹
底

的
に
理
解
す
る
こ
と
」
が
必
要
で
あ
る
。

■
「
デ
ジ
タ
ル
人
材
が
必
要
だ
」

ど
う
し
た
ら
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
必
要
な

従
業
員
を
増
や
し
て
い
け
る
か

必
要
な
デ
ジ
タ
ル
人
材
と
は
「
お
客

様
の
望
ん
で
い
る
こ
と
は
何
か
」「
そ

れ
は
ど
う
や
っ
た
ら
で
き
る
だ
ろ
う
」

を
徹
底
的
に
考
え
抜
く
人
材
で
あ
り
、

驚
き
や
失
望
な
ど
顧
客
の
感
情
の
動
き

を
五
感
で
キ
ャ
ッ
チ
す
る
注
意
力
と
想

像
力
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

そ
の
上
で
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
を
進
め
、

従
業
員
に
課
題
を
解
決
す
る
技
術
（
デ

講演をする山科雅弘氏

講演をする石原直子氏

講演の様子

講演をする柴田昌治氏
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キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
・
セ
ミ
ナ
ー
〜
企
業
経
営
者
と

生
徒
・
保
護
者
・
教
員
に
よ
る
四
者
面
談
会
開
催

ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
）
を
身
に
付
け
さ

せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。「
解
決
す

る
手
段
は
世
の
中
に
す
で
に
あ
る
」
と

思
っ
て
行
動
す
る
こ
と
や
「
自
社
の
事

業
の
た
め
に
、
い
ま
必
要
な
ス
キ
ル
」

を
学
び
、
す
ぐ
に
仕
事
に
活
か
す
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
無
数

に
あ
る
外
部
の
学
習
コ
ン
テ
ン
ツ
を
使

う
こ
と
も
有
効
で
あ
る
。

■
「
リ
ス
キ
リ
ン
グ
っ
て
ど
う
す
る

の
？
」

中
小
企
業
な
ら
で
は
の
リ
ス
キ
リ
ン
グ

一
番
大
切
な
こ
と
は
、
経
営
者
の
強

い
意
志
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
あ
る
。

経
営
者
の
リ
ス
キ
リ
ン
グ
は
、
解
決

す
べ
き
困
り
ご
と
を
見
定
め
、
解
決
に

関
わ
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
知
識
を
身
に

付
け
、
方
向
性
を
示
し
、
従
業
員
に
指

示
す
る
た
め
の
学
び
で
あ
る
。

従
業
員
の
リ
ス
キ
リ
ン
グ
は
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
の
導
入
・
活
用
の
ス
テ
ー
ジ

に
応
じ
て
次
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

①
使
い
こ
な
し
の
リ
ス
キ
リ
ン
グ
②
企

画
推
進
の
リ
ス
キ
リ
ン
グ
③
仕
事
転
換

の
リ
ス
キ
リ
ン
グ
が
あ
る
。
そ
れ
ら
に

つ
い
て
、
旅
館
業
、
金
属
製
造
業
、
印

刷
業
の
会
社
の
事
例
を
も
と
に
具
体
的

な
取
組
な
ど
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
。

最
後
に
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
は
全
て
の

人
材
に
対
し
て
必
要
で
あ
る
こ
と
や
、

リ
ス
キ
リ
ン
グ
を
可
能
に
す
る
企
業
の

条
件
な
ど
を
紹
介
し
、
参
加
者
に
推
進

を
呼
び
か
け
講
演
を
ま
と
め
ら
れ
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
顧
客
体
験
を

変
え
る
事
の
重
要
さ
に
気
付
け
た
」「
経

営
者
の
リ
ス
キ
リ
ン
グ
の
重
要
性
を
よ

く
認
識
し
ま
し
た
」
な
ど
の
感
想
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
Ｗ
Ｅ

Ｂ
サ
イ
ト
に
、
研
究
内
容
、
中
小
企
業

の
先
行
事
例
等
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
の

で
ご
興
味
が
あ
る
方
は
、
参
考
に
し
て

い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

埼
玉
県
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る
四

者
面
談
会
が
一
月
二
二
日
㈯
、
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
、

本
会
推
薦
の
会
員
企
業
経
営
者
五
名

（
別
記
）
と
学
校
側
か
ら
八
組
、
二
四

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
面
談
会
は

平
成
十
五
年
度
よ
り
実
施
し
て
お
り
今

年
度
で
通
算
十
八
回
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
四
者
面
談
会
で
は
高
校
生
が
企

業
経
営
者
か
ら
企
業
や
社
会
が
求
め
る

人
材
像
や
企
業
人
に
な
る
た
め
の
心
構

え
、
学
生
時
代
に
な
す
べ
き
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と

で
自
分
を
見
つ
め
直
し
進
路
選
択
能
力

を
向
上
さ
せ
る
と
共
に
、
生
徒
・
保
護

者
の
職
業
意
識
形
成
を
支
援
し
、
望
ま

し
い
勤
労
観
・
職
業
観
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味

に
お
い
て
参
加
校
は
就
職
希
望
者
の
多

い
専
門
高
校
に
限
ら
ず
普
通
高
校
の
生

徒
も
毎
年
多
数
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
学
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
を
担

う
教
員
に
対
し
て
重
要
な
意
識
改
革
の

場
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
急
拡
大
の

影
響
を
受
け
、
対
面
形
式
か
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
形
式
に
変
更
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
初
め
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
実
施
と

な
り
ま
し
た
が
、
講
師
の
皆
様
の
温
か

い
対
応
に
よ
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で

面
談
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

面
談
終
了
後
の
生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
「
進
路
実
現
に
向
け
て
参
考
に
な
る

お
話
を
た
く
さ
ん
し
て
い
た
だ
け
た
こ

と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」
や
「
い
た
だ

い
た
お
話
し
を
生
か
し
て
、
自
分
の
や

り
た
い
こ
と
に
自
信
を
も
っ
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
で
す
」
な
ど
の
感
想
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

保
護
者
か
ら
は
「
実
際
に
働
い
て
い

る
方
の
ポ
リ
シ
ー
が
聴
け
て
と
て
も
良

い
体
験
で
し
た
」
や
「
大
変
有
意
義
だ

っ
た
の
で
、
よ
り
多
く
の
学
生
が
体
験

で
き
る
と
よ
い
と
思
い
ま
し
た
」
な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

先
生
方
か
ら
は
「
早
い
段
階
で
企
業

経
営
者
の
方
か
ら
話
を
聞
け
た
こ
と
は
、

進
路
を
迷
っ
て
い
る
生
徒
に
と
っ
て
貴

重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
」
や
「
実
際

に
経
営
者
の
方
の
お
話
し
を
聴
き
、
自

身
の
指
導
や
助
言
の
仕
方
を
確
認
で
き

た
の
で
、
自
信
を
持
っ
て
指
導
し
て
い

き
た
い
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

◆
参
加
企
業
経
営
者

（
敬
称
略
）

▽
石
塚

巧

キ
ヤ
ノ
ン
電
子
株
式
会

社

専
務
取
締
役

▽
中
込

秀
明

富
士
電
子
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

▽
松
本

伸
一
郎

株
式
会
社
松
本
商

会

代
表
取
締
役
社
長

▽
根
岸

節
子

社
会
福
祉
法
人
隼
人

会
ま
き
ば
園

理
事
長

▽
廣
澤

健
一

一
般
社
団
法
人
埼
玉

県
経
営
者
協
会

専
務
理
事

中込 秀明 氏

四者面談会の様子
（左上より 経営者、生徒、左下：教員、保護者）

石塚 巧 氏

松本 伸一郎 氏 根岸 節子 氏廣澤 健一 氏
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第
五
回
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
委
員
会「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催

『
企
業
価
値
を
高
め
、持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
貢

献
す
る
〜
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
メ
リ
ッ
ト
と
は
〜
』

講
師
�
リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
㈱
、
埼
玉
県

二
月
四
日
㈮
、
第
五
回
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
委

員
会
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
セ
ミ
ナ
ー
」
を

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
ラ
イ
ブ
配
信
に
切

り
替
え
て
開
催
し
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
三
三

名
の
方
に
視
聴
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
は
企
業
の

価
値
評
価
基
準
の
一
つ
と
し
て
事
業
活

動
の
根
幹
に
位
置
づ
け
る
動
き
が
活

発
化
す
る
中
、
大
企
業
や
自
治
体
は

も
と
よ
り
、
中
小
企
業
に
も
参
考
と

な
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
組
み
や
施
策

を
紹
介
す
る
こ
と
も
重
視
し
、
開
催

し
ま
し
た
。

第
一
部
の
基
調
講
演
及
び
事
例
発
表

は
、
日
本
経
済
新
聞
社
主
催
「
日
経
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
経
営
大
賞
」
で
二
〇
一
九
年
度

に
環
境
価
値
賞
、
二
〇
二
〇
年
度
は
大

賞
と
二
年
連
続
で
受
賞
し
た
リ
コ
ー
ジ

ャ
パ
ン
株
式
会
社
に
お
願
い
し
、
第
二

部
で
は
、
埼
玉
版
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に

つ
い
て
」
と
題
し
、
埼
玉
県
企
画
財
政

部
計
画
調
整
課
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
担
当
の

方
か
ら
埼
玉
県
に
お
け
る
推
進
状
況
の

紹
介
と
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
セ
ミ
ナ
ー
の
概
要
】

第
一
部

講
演
及
び
事
例
発
表

①
講
演
「
経
営
戦
略
と
し
て
取
り
組
む

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

経
営

企
画
本
部

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
部

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

赤
堀
久
美
子

氏
●
リ
コ
ー
グ
ル

ー
プ
の
ご
紹

介リ
コ
ー
は
創

業
八
六
年
、
創

業
者
�
市
村
清

の
創
業
の
精
神

と
企
業
理
念
に

基
づ
き
創
業
一

〇
〇
周
年
を
目

指
し
て
い
る
。

「
人
を
愛
し
、

国
を
愛
し
、
勤

め
を
愛
す
」
と

い
う
『
三
愛
精

神
』
の
実
践
は

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
通

じ
る
。

●
世
の
中
の
動

き
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と

経
営
統
合
の
意
義

・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
関
係

・
日
本
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
の
動
き

●
リ
コ
ー
グ
ル
ー
プ
の
経
営
統
合
の
取

組
み

・
リ
コ
ー
ウ
ェ
イ
―
創
業
精
神
と
企
業

理
念
―

・
長
期
に
亘
る
環
境
経
営

・
経
営
環
境
に
与
え
る
メ
ガ
ト
レ
ン
ド

・
Ｅ
Ｓ
Ｇ
目
標
に
よ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

●
事
業
を
通
じ
た
社
会
課
題
解
決
（
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
貢
献
）

・
社
員
教
育
・
啓
発
の
紹
介

・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
制
度
…
全

国
支
社
＋
部
門
に
四
二
〇
人
設
置

・
動
画
�
山
形
支
社
の
取
組
み
事
例

●
自
社
の
脱
炭
素
へ
の
取
組
み

・
脱
炭
素
を
目
標
と
し
た
事
例
紹
介

■
最
後
に
…
山
下
社
長
の
社
員
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
「
皆
さ
ん
の
仕
事
の
一
つ

一
つ
が
、
社
会
課
題
解
決
に
つ
な
が

っ
て
お
り
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
を
、

誇
り
を
持
っ
て
語
れ
る
よ
う
な
社
員

で
あ
っ
て
ほ
し
い
」
を
紹
介
し
ま
と

め
ま
し
た
。

②
事
例
発
表
「
埼
玉
支
社
に
お
け
る
実

践
事
例
の
ご
紹
介
」

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

埼
玉

支
社

事
業
戦
略
部

プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
グ
ル
ー
プ

チ
ー
フ
ア
テ
ン
ダ

ン
ト

小
林
ひ
ろ
み

氏

●
社
員
へ
の
啓
蒙

●
社
会
貢
献
活
動

●
各
認
証
と
登
録
の
紹
介

●
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
出
張
授
業

●
Ｖ
ｉ
ｃ
ｒ
ｅ
Ａ

オ
フ
ィ
ス
紹
介

■
リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
埼
玉
支
社
の
オ
フ

ィ
ス
見
学
（
ジ
ン
バ
ル
撮
影
を
用
い

て
レ
イ
ア
ウ
ト
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
、
共
有
文
具
、
表

示
物
な
ど
の
ラ
イ
ブ
動
画
配
信
）

第
二
部

推
進
状
況
「
埼
玉
版
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
推
進
に
つ
い
て
」

埼
玉
県
企
画
財
政
部
計
画
調
整
課
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
担
当

主
査

佐
藤
雅

康
氏

●
埼
玉
版
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
紹
介

・
重
点
テ
ー
マ
①
埼
玉
の
豊
か
な
水
と

み
ど
り
を
守
り
育
む

②
未
来
を
創

る
人
材
へ
の
投
資

・
埼
玉
県
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
官
民
連
携
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム

・
埼
玉
版
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー
登
録

制
度

●
埼
玉
版
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
つ
い
て

・
埼
玉
版
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
ス
キ
ー
ム

・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
へ
の
認
定

・
埼
玉
版
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ロ
ゴ
マ
ー
ク

・
重
点
テ
ー
マ
分
科
会
の
紹
介

・
第
三
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
結
果

・
県
民
向
け
普
及
啓
発
事
業
に
つ
い
て

・
埼
玉
版
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
ア
プ
リ
「
3Ｓ

（
エ
ス
キ
ュ
ー
ブ
）」
の
紹
介

・
渋
沢
栄
一
翁
の
精
神
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

以
上
で
、
各
講
演
に
は
視
聴
の
方
も

関
心
を
示
さ
れ
、
Ｑ
＆
Ａ
で
は
活
発
な

質
疑
応
答
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

第二部「埼玉版SDGs の推進について」埼玉県企画財政部計画調整課 佐藤 雅康氏

第一部「事例発表」リコージャパン株式会社 埼玉支社 小林ひろみ氏

第一部「講演」
リコージャパン株式会社 経営企画部 赤堀久美子氏
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　当会では、会員企業の経営課題や取組状況、経営者協会に対して期待する内容、ご意見・ご要望
をお聞きし、事業活動に反映させるためのアンケートを実施いたしました。
　アンケートの集計結果がまとまりましたので、お知らせいたします。

 調査方法
　■調査実施期間	 令和3年11月26日（金）〜12月28日（火）
　■調査対象　	 会員企業	618社（調査日現在）
　■回答方法及び回答数	 ①アンケート用紙・郵送	 65件
	 ②アンケート用紙・FAX	 10件
	 ③Webアンケートシステム	 76件　計151件（回答率24.4%）

 調査結果

2. 組織・人事に関する経営課題をお聞かせください（複数回答可）

その他

ダイバーシティの促進

社内コミュニケーションの活性化

次世代経営層の発掘・育成

組織風土改革・意識改革・世代間ギャップ

管理職層のマネジメント能力向上

人材の確保（採用・育成・定着）

事業展開に応じた機動的人材配置

専門職人材の強化・社員の再教育（リスキリング）

労働時間の適正管理・削減

人事・評価・処遇制度の見直し

5

21

49

 49

39

80

105

31

53

54

71

1. 経営戦略に関する経営課題をお聞かせください。（複数回答可）

その他

CSR・CSV、事業を通じた社会課題の解決

顧客経験価値・満足度の向上

技術力・研究開発力の強化

働きがい・従業員満足度・エンゲージメント向上

企業ミッション・ビジョン・バリューの浸透や見直し

デジタル技術の活用・戦略的投資

新製品・新サービス・新事業の開発

事業基盤の強化・再編、事業ポートフォリオの再構築

収益性向上

売上・シェア拡大

3

26

41

 40

 88

22

59

60

51

104

83

「埼玉県経営者協会会員アンケート」
集計結果について
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3. 営業・マーケティングに関する経営課題をお聞かせください（複数回答可）

その他

商品開発のスピードアップ

営業・マーケティング担当人材の獲得・育成・処遇

価格政策・価格設定

販売チャネルの開拓・営業拠点の再編成

顧客情報の蓄積と活用

高付加価値型商品・サービスの開発

顧客との双方向コミュニケーションの強化

デジタル技術（AI・ビッグデータ・IoT 等）の活用

IT を活用した効果的な営業活動

顧客ニーズの先取り対応

3

26

48

35

24

40

58

57

45

57

59

4.  DX（デジタルトランスフォーメーション）の
取組状況をお聞かせください

32％

9％

33％

26％

既に取組みを始めている
取組みを始めるべく、検
討を進めている
これから検討する
取組みをする予定はない

5.【DX取組みを始めている場合】取組みの成果に
    ついてはいかがですか

29％
13％

58％

成果が出ている
ある程度の成果が出てい
る
成果は出ていない

6.【DX取組みを始めている場合】取組みの目的として重視していることは何ですか（複数回答可）

その他
人材採用や人材・組織開発の効率化・高度化

購買・調達プロセスの効率化・高度化
営業・マーケティングプロセスの効率化・高度化

生産プロセスの効率化・高度化
研究・開発プロセスの効率化・高度化
新商品・新サービス・新事業の開発

既存の商品・サービス・事業の付加価値向上
抜本的な事業構造の変革

1

15
27

17
8

26
29

11
22

7.【DX取組みを始めている場合】取組みを進めていく上での課題をお聞かせください（複数回答可）

その他

社内・社外関係部署の連携が十分にできていない

経営資源の投入が十分にできていない

具体的な事業への展開が進まない

DXに向けた方針が役員や経営幹部に共有されていない

DXに対するビジョンや経営戦略、ロードマップが描けていない

DX推進に関わる人材が不足している 39

17

8

17

8

16

1
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8. SDGsの取組状況についてお聞かせください

23％

5％

33％

39％

具体的な目標を設定して取り組んでいる
具体的な目標の設定はしていないが、SDGs に
沿った活動を行っている
今後、取り組みたいと考えている
取り組む予定はない

10. 【SDGsに取り組んでいる場合】取組みを進めていく上での課題をお聞かせください（複数回答可）

その他
戦略との統合やマネジメントシステムへの組込み方

取引先、調達先の選定
社内推進体制の構築

自社の取組みに対する社員の認知度の向上
取組みについての具体的目標・KPI の設定

新しい商品・サービス・事業の開発への結びつけ
既存の事業活動との結びつけ 55

26
36

59
43

8
14

1

9. 【SDGsに取り組んでいる場合】取組みの目的として重視していることは何ですか（複数回答可）

取引先の要請に応えること
新しい商品・サービス・事業の開発に結びつけること

企業ブランド価値を向上させること
企業の社会的責任を果たすこと

中長期的な企業価値を向上させること
新たな事業機会を創出すること 20

53
86

54
21
20

11. 埼玉県経営者協会に期待することは何ですか（複数回答可）

その他
相談、アドバイス機能

行政に対する政策等の提言
各種情報提供

地区協議会等の地域経営者同士の交流
セミナー・講演会・研修の開催

会員相互の交流・ネットワークづくり 58

27
96

91
38

16
2

12. セミナー・講演会・研修で希望する内容や形式は何ですか（複数回答可）

その他
社員教育
企業視察

他社との意見交換や情報交換
他社の先進事例や取組みの紹介

講師による講演 107
94

51
49

44
1
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17. 埼玉県経営者協会の活動に対する総合的な満足度はいかがですか

20％21％

2％

57％

満足
おおむね満足
どちらでもない
やや不満を感じる
不満

不満  0％

13. 研修で参加したい分野は何ですか（複数回答可）

会計・財務

階層別社員教育

営業・マーケティング

組織・人事

企業経営・経営戦略・経営課題 112

78

42

53

24

14. その他、研修等で取り上げてほしいテーマがありましたら、ご記入ください
　・デジタル化の進展による業務改善事例など　　・AIやロボット等を活用している企業の紹介等
　・各種法令の研修会　　・ESG、カーボンニュートラル等課題への取組方、実例
　・SDGs関連	SDGsとは何か、取り組み方、他社事例　　など

18. 埼玉県経営者協会に対して、ご意見、ご要望等がありましたら、お聞かせください
　・女性参加者の機会を増やしてほしい　
　・交流や情報交換する場の提供をお願いします
　・コロナ対策では埼玉県情報をメールでいただき、社員への周知資料に活用できました
　・コロナ禍でも多くの講演をWEB等を用い実施していることは素晴らしいと思います　　など

会員企業の皆様へ
　大変お忙しい中、会員アンケートにご協力をいただき誠にありがとうございました。皆様より頂戴いた
しましたアンケート結果、ご意見・ご要望につきましては、来年度の事業計画に反映し取り組んで参りま
す。なお、特に多くの会員の皆様に課題として挙げていただいた項目につきましては、課題解決の一助と
なる事業運営に努めて参りますので、ご支援・ご協力の程、よろしくお願い申し上げます。

15.  会報誌についてお伺いします。「埼経協ニュース」はご覧になっていますか

34％

7％

59％

よく読んでいる
時々読んでいる
ほとんど読まない

　・白黒で文字が小さく、読みづらい　　・会報誌というよりも議事録の印象が強い　　など

16.  会報誌のリニューアルを予定しております。内容・形式等について、ご意見やご要望がありましたら、お聞
かせください
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研 　 究 　 の 　 内 　 容 産業への展開
データ分析は、新しい発
見から日常業務の改善ま
で、様々な場面で役に立
つ可能性があり、その着
手の容易化に貢献できる
かもしれません。
学歴・略歴
平松　薫
（ひらまつ　かおる）
1971年埼玉県生まれ。
1994年慶応義塾大学理工
学部卒業、1996年慶応義
塾大学大学院修士課程修
了、2002年京都大学大学
院後期博士課程修了、博
士（情報学）。
NTTコミュニケーション
科学基礎研究所、NTT空
間情報株式会社等を経て、
2021年4月より現職。
専門は人工知能、メディ
ア情報処理、地理情報処
理。

（再）分配という観点から
の経済に対する理解を深
めたいというご要望があれ
ば、お役に立てると思いま
す。また、健康・医療・福祉
の分野を中心に自治体の
政策評価の支援を行って
おり、それを活かしてお役
に立てることもあるかもしれ
ません。
学歴・略歴
大津　唯
（おおつ　ゆい）
2009年慶應義塾大学経済
学部卒業、2011年慶應義
塾大学大学院経済学研究
科修士課程修了、2014年
慶應義塾大学大学院経済
学研究科博士課程単位取
得退学。
立教大学経済学部助教、
国立社会保障・人口問
題研究所研究員を経て、
2018年度より現職。

格差・貧困の測定と社会保障制度の在り方
大学院人文社会科学研究科　経済学研究領域

大　津　　唯  准教授
1980 年代以降、世界的に格

差の拡大が進んでいます。先
進国における所得と資産の格差の水準が、第一
次世界大戦前の水準に戻ったことを実証したト
マ・ピケティの「21 世紀の資本論」は、日本で
も大きな話題となりました。日本でも、所得格
差を表すジニ係数や相対的貧困率は悪化してお
り、格差の拡大と貧困の深刻化の傾向は明確と
なっています。2000 年代半ば以降は、「ワーキ
ングプア」、「下流老人」、「子どもの貧困」といっ
た問題が提起され、社会において広く認識され
るようになりました。

私の主要な研究テーマは、このような現状を
踏まえて、（1）日本における格差・貧困を定量
的に測定することと、その解決策として（2）社
会保障制度がどうあるべきかを研究することで
す。前者については、財・サービスの利用可能
性という観点から人々の生活の実態を直接的に
測定する「剥奪指標」という貧困指標を用いて、
所得に基づく指標だけでは見えにくい貧困の実
態把握を進めています。後者については、年金

や医療・介護など個別分野の制度研究を行って
いる他、国民皆保険・皆年金を柱とする日本の
社会保障制度から「零れ落ちた」人々に焦点を
充て、その実情の把握に取り組んでいます。

過去数十年に渡る格差・貧困の拡大と、世代
を超えた格差・貧困の固定化という実態を踏ま
えれば、社会保障制度を通じた再分配の強化は
不可避です。加えて、パンデミックや大規模災
害によって多くの人が困窮状態に陥ることがな
いような体制づくりも求められます。その一方
で、人口の高齢化に伴う社会保障給付費の大幅
な増加が、国や地方の財政を大きく圧迫してい
ることは、社会保障制度改革の大きな制約と
なっています。そのような制約の中で、制度改
革の最適解を探るべく研究を進めるとともに、
政策決定に具体的な貢献ができるよう、国や自
治体との共働も行っています。

データ分析を支援する技術と人材育成
大学院理工学研究科　数理電子情報部門　情報領域

平　松　　薫  教授
近年のコンピュータの高性能化

と記憶装置の大容量化により、様々
な分野の多様な場面で、データを集めることが可能
となり、その分析結果を根拠とした客観的な判断が
可能になりつつあります。例えば、小売業であれば、
売上データに基づく売れ筋 / 死に筋商品の分析によ
り、在庫保有コストの削減が可能になります。また、
行政機関では、客観的な統計データや各種指標等に
基づく政策立案（EBPM）が導入されつつあります。

しかし、闇雲にデータを分析しても、有用な結果
が得られる可能性は限りなく低いです。まず、置か
れた状況において解くべき課題を把握し、データの
特徴を理解し、仮説を立て、適切な手法を選択して
データの分析を行う必要があります。このデータ分
析の前工程は、その後工程となるデータ分析作業よ
り重要と考えます。そして、分析対象に関する専門
知識とデータ分析に関する知識・技術をあわせもつ
人材と、データの理解と分析手法の選択を効率的に
行うための技術が必要になります。

こうした背景の下、現在、多様な観点からデータ
を観察可能にするための可視化技術と、多数のデー

タ分析手法の中から対象データに最適な手法を効率
的に見つけ出すための探索法の研究を進めています。
これらの技術により、データ分析作業を行う前の前
工程のハードルを下げ、短時間かつ効率的に有意な
データ分析結果が得られるようにすることを目指し
ています。

また、2018 年に内閣 府 が 発 表した AI 戦 略 で
は、データ分析の重要さが指摘されており、AI・数
理・データサイエンスに関する技術を習得し、自分
の専門分野に応用できる人材の育成が、施策の一つ
として挙げられています。これを受け、埼玉大学で
は、理工系の学生を対象に、数理データサイエンス
に関する特別教育プ
ログラムを立ち上げ
ており、専門分野に
関する深い知識に加
え、データサイエン
スに関する技術・ノ
ウハウを持った人材
の育成を推進してい
く予定です。

埼玉大学研究者との出会いの広場埼玉大学研究者との出会いの広場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼玉県経営者協会 専務理事　廣澤　健一　☎048‐647‐4100
048‐641‐0924

シリーズ
第129回第129回
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熟練者と素人のちがい
建設学科　髙　橋　宏　樹  教授

髙橋　宏樹（たかはし　ひろき）教授、順天堂大学大学院体育学研究科修了　博士（工学）。同大学体育学部生理学研究室嘱託、
東京工業大学工学部建築学科助手、2002年4月からものつくり大学講師、現在 教務長・教授。
（連絡先：048-564-3867／takahashi@iot.ac.jp）

建物の壁や床を仕上げる左官作業では、
やわらかい材料をコテを使って形を整えなが
ら、後で剥がれないようにしっかりと塗り付け

る必要があります。これには多くの訓練が必要で、素人には容易くは出
来ません。熟練者と素人には何か「ちがい」があるはずです。この「ち
がい」がわかれば素人が熟練者に近づくために役立つと思い、実験し
てみました。

実際の左官作業は複雑なので、一定量の左官材料を1 回だけ壁に塗
り付ける単純な動作としました。1 回だけ塗り付ける動作ですので、だい
たい 5 〜 6 秒程度で終わります。これを熟練者 5 名、素人 7 名にそれぞ
れ 5 回ずつ行ってもらいました。このとき、塗り付ける際にコテで壁を押す
方向の力を同時に計測しました。さらに材料が固まった後に、ちゃんとくっ
ついているかどうかの確認のために左官材料の引張荷重も測定しました。

結果を図に示します。横軸は壁を押す方向の力で、大きいほど材料を
壁にグイッと強く押し付けていることになります。縦軸は左官材料の引張荷

重で、大きいほど良くくっついていることを示します。●は熟練者の 5 人×
5 回 =25 回の結果で、〇は素人の 7 人×5 回 =35 回の結果です。●
が図の上の方に、○が下の方に集まっていますので、熟練者の材料は
良くくっついていて、素人との「ち
がい」は歴然としています。これ
は当たり前ですね。ところが意外に
も、壁を押す方向の力は、図中の
2 本の破線の間にほとんど納まって
いて、熟練者と素人に大きな「ち
がい」はなかったのです。つまり押
す力に「ちがい」はないのに、くっ
つき方には「ちがい」があるので
す。動作を単純にしたせいかもしれ
ませんが、興味深い結果となりまし
た。現在悪戦苦闘中です。

ビチャイ　サェチャウ（びちゃい　さぇちゃう）教授、King Mongkutʼs Institute of Technology North Bangkok卒、東京工業大学
大学院博士課程終了、2001年4月からものつくり大学講師、現在　教授。電気学会、計測制御学会所属。
（連絡先：048-564-3840/vichai@iot.ac.jp）　

近年、自動運転技術がレベル 5 の実現を
目指して、著しく進化している。このような自動運転システムにおいては、車
線追従制御が必然的に求められている。このため、車の走行方向の制御、
すなわちステアリング制御が必要不可欠である。モデル予測制御や深層学
習制御や PID 制御などのアプローチがこれまで多く報告されている。

本研究では、車線に追従するためのステアリ
ング制御の一方式を提案する。まず、カメラ画
像のデータから、OpenCV を用いたハフ変換等
による車線の座標情報を抽出する。次に、この
車線の座標情報から生成される目標軌道に対す
る誤差、すなわち車の進行方向と側面方向のエ
ラーが含まれる値を算出し、この誤差を抑えるよ
うにステアリングの角度を PID コントローラで制御
する。本ビジュアルフィードバックシステムの構成
は図 1 に示す。

まず、ビジュアル部では、OpenCV のハフ変
換および曲線近似などで車線を抽出した上、走行目標軌道を生成する。
そして、カメラ画像のセンターライン、すなわち車の姿勢ベクトルを走行目

標軌道と比較して、前述した誤差e（t）が算出される。同図、PID コントロー
ラはこの誤差がゼロに保たれるようにリアルタイムでステアリングの角度を制
御する。ステアリングの角度は下式のように求められる。

ϕ（t）=kpe（t）+k i∫e（t）dt + k ide（t）/dt

ただし、 kp,k i,kd はそれぞれ比
例ゲイン、積分ゲイン、　微分ゲイ
ンである。

本ステアリング制御方式の車線
追従性を実験で検証するために、
RC 電動カーを対象とした走行実験
を行った。写真 1 に示す走行の状
況により、車線に追従しながらの走
行が可能であることを確認できた。

今後、様々な目標軌道および車
体の諸パラメータの変動に対して、
深層学習（AI）による PID のセルフチューニングを検討したい。

ビジュアルフィードバックによるステアリング制御
総合機械学科　ビチャイ　サェチャウ  教授

今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。
埼玉県経営者協会 専務理事　廣澤　健一　☎048‐647‐4100

048‐641‐0924

「ものつくり大学」へようこそ「ものつくり大学」へようこそ
連 載
第110回第110回

図　 左官材料の引張荷重と壁を
押す方向の力の関係

図1　 ステアリング
制御のモデル

写真1　車線追従走行実験　

（a） 走行中のモー
ションショット

（b） 誤差の収
束性　
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一
二
月
一
七
日
㈮
、
青
年
経
営
者
部

会
一
二
月
例
会
を
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

で
開
催
し
、
十
六
名
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

◇
第
一
部　

講
演
会

◆
コ
エ
ド
ブ
ル
ワ
リ
ー
の
ご
紹
介

　
「B

eer B
eautiful

」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
掲
げ
、
川
越
産
の
サ
ツ
マ
イ
モ
か
ら

製
造
し
た
「
紅
赤
︱B

eniaka

︱
」
を

筆
頭
に
、
日
本
の
職
人
た
ち
に
よ
る
細

や
か
な
も
の
づ
く
り
と
『
ビ
ー
ル
を
自

由
に
選
ぶ
』
と
い
う
ビ
ー
ル
本
来
の
豊

か
な
味
わ
い
の
魅
力
を
、
ク
ラ
フ
ト
ビ

ー
ル「
C
O
E
D
O
」
を
通
じ
て
、
武
蔵

野
の
農
業
と
と
も
に
発
信
し
て
い
る
埼

　

一
月
二
四
日
㈪
、
青
年
経
営
者
部
会
一

月
例
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
、
十
五

名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
第
一
部　

講
演
会

　

大
和
合
金
株
式
会
社
は
、
特
殊
銅
合
金

の
開
発
、
製
造
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
高

い
技
術
力
を
基
盤
に
、
近
年
は
販
路
を

航
空
機
産
業
や
宇
宙
・
核
融
合
分
野
に

も
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
人
を
大
切
に

す
る
経
営
」
を
実
践
さ
れ
、
二
〇
一
九

年
に
は
「
第
九
回
日
本
で
い
ち
ば
ん
大

切
に
し
た
い
会
社
大
賞
」
で
「
中
小
企

玉
県
拠
点
の
ビ
ー
ル
ブ
ラ
ン
ド
。

◆
講
演
会
の
概
要

・�

コ
エ
ド
ビ
ー
ル
の
テ
ロ
ワ
ー
ル（
土
地

の
個
性
）

　

コ
エ
ド
ビ
ー
ル
が
生
ま
れ
た
背
景
に

は
、
川
越
の
農
業
の
歴
史
が
あ
る
。
有

機
野
菜
を
栽
培
す
る
土
づ
く
り
の
た
め

に
、
輪
作
と
し
て
植
え
て
収
穫
せ
ず
に

い
た
麦
と
、
規
格
外
で
廃
棄
さ
れ
て
い

た
サ
ツ
マ
イ
モ
か
ら
ビ
ー
ル
を
作
っ
て

は
ど
う
か
と
い
う
着
想
が
コ
エ
ド
ビ
ー

ル
の
原
点
で
あ
る
。

業
庁
長
官
賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
社
は
「
ニ
ッ
チ
な
業
界
で
世
界
一

の
企
業
」「
社
員
が
誇
り
と
自
信
を
も

っ
て
家
族
や
友
人
を
勧
誘
し
た
く
な
る

企
業
」
を
目
標
に
様
々
な
取
組
を
さ
れ

て
ま
す
。
固
有
技
術
・
管
理
技
術
・
人

間
力
の
向
上
を
目
指
し
た
月
例
勉
強
会
、

能
力
向
上
の
た
め
の
頻
繁
な
人
事
異
動
、

優
良
社
員
表
彰
制
度
、
家
族
と
共
に
行

く
社
員
研
修
旅
行
、B
B
Q
大
会
な
ど
社

員
交
流
に
も
力
を
注
が
れ
て
い
ま
す
。

　

事
業
戦
略
と
し
て
、
十
年
後
を
見
据

①�
講
演
会
「�

小
江
戸
か
ら
世
界
へ
、
グ
ロ
ー
カ
ル
な

ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
と
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」

　
　
　

株
式
会
社
協
同
商
事
コ
エ
ド
ブ
ル
ワ
リ
ー

　
　
　
　
　

代
表
取
締
役
社
長　

朝
霧
重
治
氏

②
情
報
交
換
会
（
懇
親
会
）　

開
催

青
年
経
営
者
部
会
　
一
二
月
例
会

①
講
演
会「
わ
が
社
の『
人
を
大
切
に
す
る
経
営
』」

　
　
　

大
和
合
金
株
式
会
社

　
　
　
　
　

代
表
取
締
役
社
長　

萩
野
源
次
郎
氏

②�

事
例
発
表「�

脱
炭
素
に
向
け
た
十
年
越
し
の
取
組
み

に
関
し
て
」

　
　
　

株
式
会
社　

�

臼
田
フ
ァ
イ
ン
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
　

代
表
取
締
役　

臼
田
和
弘
氏

③
情
報
交
換
会
を
開
催

青
年
経
営
者
部
会
　
一
月
例
会

情報交換会（懇親会）の様子

講演会の様子

講演を行う朝霧重治氏

・
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
ポ
イ
ン
ト

①�

自
社
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
市
場
で
の
ポ

ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ

　
〝
日
本
文
化
・
職
人
気
質
・
美
を
ビ
ー

ル
の
形
で
世
界
へ
伝
え
る
〟
こ
と
を
ミ

ッ
シ
ョ
ン
を
と
し
、
地
域
・
観
光
産
業

と
い
う
従
来
型
コ
ン
セ
プ
ト
の「
地
ビ
ー

ル
」
か
ら
離
れ
て
、〝
職
人
に
よ
る
、
人

を
中
心
に
お
い
た
高
品
質
な
も
の
づ
く

り
〟
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
転
換
す
る

こ
と
で
「
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
」
と
い
う
新

市
場
を
創
出
し
、
そ
の
中
で
ブ
ラ
ン
ド

価
値
を
確
立
。

②
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
い
う
視
点

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
デ
ザ
イ
ン
を
取
り

入
れ
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
こ
と
で
、
長
期

的
な
安
定
を
も
た
ら
し
、
か
つ
高
い
評

価
を
得
て
い
る
。
デ
ザ
イ
ン
は
費
用
で

は
な
く
、
資
産
。

③
グ
ロ
ー
カ
ル
な
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ

　

日
本
は
外
か
ら
見
た
時
、
独
特
で
ユ

ニ
ー
ク
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
に
考
え
、

ロ
ー
カ
ル
に
行
動
す
る
と
い
う
考
え
の

も
と
、
日
本
と
地
域
の
文
化
と
風
土
を

生
か
し
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
な
が

ら
強
力
な
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
。

◇
第
二
部　

情
報
交
換
会（
懇
親
会
）

　

ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
朝
霧
社
長
、

経
営
者
協
会
原
会
長
、
廣
澤
専
務
理
事

に
も
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
特
別
会
員
の

方
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
て
、
約

二
年
ぶ
り
と
な
る
懇
親
会
を
行
い
ま
し

た
。
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
た
上
で
の

情
報
交
換
会（
懇
親
会
）と
な
り
ま
し
た

が
、
歓
談
を
し
な
が
ら
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
情
報
交
換
が
で
き
、
有
意
義

な
交
流
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
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埼
玉
県
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
働
い
て

い
る
女
性
を
対
象
に
し
た
講
座
で
す
。

　

今
年
度
は
全
二
十
四
講
座
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
開
催
し
ま
し
た
。
九
月
以
降
の
講
座

に
つ
い
て
実
施
結
果
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

第
六
講「
O
J
T
の
進
め
方
」

　
九
月
二
一
日
㈫
二
六
名
参
加

　
講
師
：
上
岡
実
弥
子
氏

　

部
下
や
後
輩
育
成
を
目
的
と
し
て
、

今
ど
き
の
人
財
育
成
の
心
構
え
、
テ
ィ

ー
チ
ン
グ
の
ポ
イ
ン
ト
、O
J
T
の
五
ス

テ
ッ
プ
を
学
習
し
ま
し
た
。

　

新
入
社
員
が
定
着
す
る
職
場
と
は
、

受
け
入
れ
て
く
れ
る
「
先
輩
」
が
い
る

と
い
う
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。
現
代
に

お
い
て
、
背
中
で
教
え
る
等
の
昔
の
手

法
で
は
人
材
定
着
は
困
難
で
す
。
ま
ず

は
し
っ
か
り
と
し
た
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
を

行
う
こ
と
が
重
要
で
、
そ
の
た
め
の

O
J
T
の
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

第
七
講「
セ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座

〜
私
の
中
の
ス
ト
レ
ス
を
知
る
〜
」

　
九
月
二
四
日
㈮
十
七
名
参
加

　
講
師
：
内
海
典
子
氏

　

ス
ト
レ
ス
の
基
礎
知
識
を
学
び
、
上
手

に
ス
ト
レ
ス
と
付
き
合
う
方
法
、
セ
ル
フ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
メ
ン
バ
ー
間
で

の
共
有
を
行
う
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

考
え
方
が
柔
軟
に
な
っ
て
い
く
様
子
が

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

第
八
講「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
研
修
」

　
九
月
二
八
日
㈫
二
九
名
参
加

講演の様子

講演をする萩野源次郎氏

事例発表をする臼田和弘氏

え
事
業
の
優
先
順
位
を
決
定
し
、
主
要

な
展
示
会
や
商
談
会
に
参
加
出
展
し
続

け
、
認
知
度
と
技
術
の
向
上
を
図
っ
て
い

る
こ
と
、
ま
た
、
航
空
産
業
、
宇
宙
産
業
、

核
融
合
、
海
外
事
業
等
へ
の
具
体
的
な

取
組
み
を
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
人
材
戦
略
と
し
て
、
地
域
と

社
員
に
愛
さ
れ
る
企
業
を
目
指
し
た
取

組
と
し
て
、
社
員
へ
の
誕
生
日
プ
レ
ゼ

ン
ト
、
近
隣
清
掃
活
動
な
ど
を
紹
介
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
少
人
数
で
あ

り
な
が
ら
、
人
材
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

化
を
目
指
す
こ
と
で
逆
境
に
強
い
柔
軟

か
つ
強
靭
で
最
強
な
組
織
を
目
指
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
技
術
力
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
そ
れ
を
支
え
る
足
元
の
人

材
力
・
人
材
育
成
に
関
す
る
熱
心
な
取

組
み
に
感
銘
を
受
け
た
。
日
本
的
経
営

を
さ
れ
て
い
る
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す

る
中
で
も
忘
れ
て
は
い
け
な
い
こ
と
と

気
づ
い
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

『
働
く
女
性
応
援
講
座
～
と
も
に
学
び
、
素
敵
に
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
！
～
』
を
開
催

　

年
齢
・
性
別
・
国
籍
・
価
値
観
に
と

ら
わ
れ
ず
、
社
員
一
人
ひ
と
り
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
技
術
力
を
向
上
さ
せ
、

世
界
一
を
目
指
す
取
組
み
を
知
る
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

◇
第
二
部　

事
例
発
表

　

株
式
会
社
臼
田
フ
ァ
イ
ン
モ
ー
タ
ー
ス

ク
ー
ル
は
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
教
習
を
は
じ
め
、

多
様
な
啓
発
活
動
を
行
い
、
環
境
大
臣
賞

三
回
、
文
部
科
学
大
臣
賞
一
回
な
ど
多
く

の
賞
を
受
賞
し
、
メ
デ
ィ
ア
に
も
数
多
く

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

二
〇
〇
八
年
よ
り
、
自
社
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
教
習「
楽
エ
コ
教
習
」
を
提
供
し
て

き
ま
し
た
。「
エ
コ
じ
ゃ
食
っ
て
い
け
な

い
」
と
い
う
業
界
の
常
識
に
対
し
て
も
、

「
環
境
問
題
は
一
過
性
の
も
の
で
は
な

い
」「
他
企
業
や
行
政
か
ら
の
評
価
が
高

い
」
と
信
念
を
も
っ
て
継
続
し
、
十
年

間
の
取
組
で
、
①
認
知
度
・
信
頼
度
の

向
上
②
採
用
人
数
の
増
加
③
人
財
育
成

な
ど
の
効
果
が
上
が
っ
た
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
環
境
志
向
の
経
営
に
変
え

た
こ
と
で
「
ひ
と
が
育
つ
、
会
社
が
育

つ
」
こ
と
を
実
感
し
た
と
し
、
こ
れ
か

ら
も
「
楽
エ
コ
で
つ
く
る
う
れ
し
い
未

来
」
を
届
け
て
い
き
た
い
と
ま
と
め
ら

れ
ま
し
た
。

　
講
師
：
上
岡
実
弥
子
氏

　

自
分
の
得
意
・
不
得
意
、
期
待
さ
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
を
整
理
し
、
強
み
を

伸
ば
す
方
法
を
考
え
ま
し
た
。

　

企
業
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
研
修
は
、

「
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
」「
ポ
ス
ト
」
の
み
を

考
え
が
ち
で
す
が
、
本
研
修
で
仕
事
を

含
む
人
生
全
体
を
考
え
た
こ
と
で
、
広

い
視
点
で
キ
ャ
リ
ア
を
と
ら
え
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

第
九
講「
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
ン
グ
」

　
十
月
五
日
㈫
二
五
名
参
加

　
講
師
：
上
岡
実
弥
子
氏

　

教
え
る
の
で
は
な
く
、
部
下
の
能
力

を
引
き
出
す
「
コ
ー
チ
ン
グ
」。
コ
ー
チ

ン
グ
の
核
と
な
る
考
え
方
と
基
礎
ス
キ

ル
に
つ
い
て
演
習
を
通
じ
て
学
び
ま
し

た
。
特
に
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
で
テ
レ
ワ
ー

ク
が
増
加
す
る
中
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
通

じ
た
傾
聴
の
姿
勢
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

第
十
講「
印
象
管
理
〜
自
分
ら
し
い
演

出
〜
」

　
十
月
十
三
日
㈬
二
五
名
参
加

　
講
師
：
大
網
香
苗
氏

　

印
象
管
理
と
は
、
色
彩
効
果
や
所
作

で
自
分
ら
し
い
印
象
の
演
出
を
す
る
こ

と
で
す
。　

パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
の
属
性

の
効
果
や
マ
ナ
ー
を
知
り
、
自
分
磨
き

に
役
立
て
ま
す
。

　

所
作
や
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
は
実
習
も
で

き
、
身
近
な
内
容
な
の
で
生
活
に
取
り
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成成立立

ダウンロードはこちら

ⅩⅠ

⑻
衛
生
管
理
者
受
験
対
策
講
座

⑼
安
全
管
理
者
選
任
時
研
修

2
�
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ォ
ー
ラ
ム

⑴
第
4
回
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ォ
ー
ラ

ム

3
�
通
信
講
座

Ⅴ

一
般
対
策
活
動

1
�
文
化
・
体
育

⑴
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

Ⅵ

県
と
の
共
同
事
業

1
�
知
事
部
局
・
教
育
局
等
の
研
修
へ
の

民
間
講
師
派
遣

Ⅶ

調
査
活
動

1
�
賃
金
関
係

⑴
春
季
賃
金
交
渉

⑵
年
収
引
き
上
げ
率
調
査

2
�
労
働
情
報

⑴
春
季
賃
金
交
渉
結
果

⑵
労
働
経
済
一
般
の
情
報

3
�
企
業
経
営
動
向
調
査
↓
中
止

一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
の
で
中
止
た

だ
し
時
宜
を
得
た
特
別
調
査
は
タ
イ
ム

リ
ー
に
実
施

4
�
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
の
「
埼
玉
県
に
お
け
る
働

き
が
い
の
あ
る
会
社
調
査
」
参
加
へ
の

積
極
的
な
情
宣

5
�
そ
の
他

⑴
緊
急
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
特
別
調
査

Ⅷ

広
報
活
動

1
�
会
報
の
発
行

⑴
埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス

2
�
会
員
名
簿
の
発
行

3
�
埼
玉
県
経
営
者
協
会
の
案
内

4
�
参
考
図
書
、
資
料
の
発
行

⑴
安
西
�
著
・
当
会
編
「
管
理
監
督
者

の
た
め
の
採
用
か
ら
退
職
ま
で
の
法

律
実
務
」
平
成
29
年
改
定
版

販
売

⑵
労
務
関
係
実
務
資
料
、
情
報

5
�
日
本
経
団
連
発
行
図
書
、
資

料
の
紹
介
、
普
及

⑴
経
営
・
人
事
・
労
務
関
係
図

書
、
資
料

⑵
経
営
労
働
政
策
特
別
委
員
会

報
告

⑶
そ
の
他
の
資
料
、
情
報

Ⅸ

協
力
サ
ー
ビ
ス
活
動

1
�
労
務
相
談

2
�
講
師
の
派
遣
斡
旋
、
弁
護
士

な
ど
資
格
者
の
紹
介
等

3
�
人
材
の
紹
介

4
�
参
考
図
書
、
資
料
の
紹
介
、

斡
旋
等

5
�
各
種
情
報
の
提
供

6
�
行
政
並
び
に
関
係
団
体
の
事

業
へ
の
協
力

Ⅹ

組
織
活
動

1
�
未
入
会
企
業
の
入
会
促
進

今
年
度
の
最
重
要
テ
ー
マ
と
し

て
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
下
、

積
極
的
に
推
進

連
絡
活
動

1
�
日
本
経
団
連
と
の
連
携
強
化
、

情
報
交
換

2
�
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
並
び
に
他
県

経
協
と
の
連
絡
提
携
、
情
報
交

換
3
�
公
設
委
員
会
使
用
者
側
委
員

の
推
薦
と
連
絡
、
情
報
交
換

4
�
他
経
済
団
体
並
び
に
労
働
団

体
と
の
連
絡
、
情
報
交
換

5
�
報
道
機
関
と
の
連
絡
、
情
報

交
換

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http://www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の
専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

受受入入企企業業

情報の授受
相談など

斡旋・紹介

企業間交渉の
機会の設定など

セセンンタターー
情報の授受
相談など

送送出出企企業業
人人事事部部門門
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バ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

　

十
一
月
二
十
日
㈯
九
名
参
加

　

講
師
：
三
ッ
矢
玲
子
氏

第
十
五
講「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
研
修
」

　

十
一
月
二
十
六
日
㈮
三
一
名
参
加

　

講
師
：
上
岡
実
弥
子
氏

第
十
六
講「
仕
事
の
進
め
方
」

　

十
二
月
十
四
日
㈫
二
九
名
参
加

　

講
師
：
上
岡
実
弥
子
氏

第
十
七
講「
O
J
T
の
進
め
方
」

　

十
二
月
二
十
二
日
㈬
二
〇
名
参
加

　

講
師
：
上
岡
実
弥
子
氏

第
十
八
講「
リ
ー
ダ
ー
に
知
っ
て
ほ
し
い

心
の
ケ
ア
」

　

一
月
十
二
日
㈬
二
七
名
参
加

　

講
師
：
山
岡
正
子
氏

第
十
九
講「
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
」

　

一
月
十
四
日
㈮
二
四
名
参
加

　

講
師
：
三
ッ
矢
玲
子
氏

入
れ
や
す
い
様
子
で
し
た
。

第
十
一
講「
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

　
十
月
十
四
日
㈭
二
六
名
参
加

　
講
師
：
三
ッ
矢
玲
子
氏

　

お
互
い
の
価
値
観
を
尊
重
し
な
が
ら

対
等
な
関
係
を
築
く
「
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
」

な
自
己
主
張
を
学
び
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
事
例
ご
と
に
、

ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
対
応
、
ノ
ン
ア
サ
ー

テ
ィ
ブ
な
対
応
、
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
な
対

応
を
考
え
、
受
け
る
印
象
な
ど
を
比
較

し
ま
し
た
。

第
十
二
講「
ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
と

問
題
解
決
」

　
十
月
十
八
日
㈪
三
〇
名
参
加

　
講
師
：
上
岡
実
弥
子
氏

　

日
常
的
に
発
生
す
る
問
題
を
見
つ
け
、

優
先
順
位
の
付
け
方
、
解
決
の
ス
テ
ッ

プ
、
手
法
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
で
は
「
な
ぜ

な
ら
」「
大
き
く
分
け
る
」「
要
す
る
に
」

の
三
つ
の
技
術
に
つ
い
て
演
習
を
通
じ

て
理
解
い
た
だ
き
ま
し
た

※�

以
下
の
講
座
は
、
第
一
講
か
ら
第

十
二
講
と
同
様
の
内
容
に
つ
き
、
詳

細
は
省
略
し
ま
す
。

第
十
三
講
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス

キ
ル
基
礎
〜
傾
聴
・
伝
え
方
〜
」

　

十
一
月
四
日
㈭
四
三
名
参
加

　

講
師
：
内
海
典
子
氏

第
十
四
講「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
メ
ン

第
二
十
講「
印
象
管
理
〜
自
分
ら
し
い

演
出
」

　

二
月
二
日
㈬
十
二
名
参
加

　

講
師
：
大
網
香
苗
氏

第
二
十
一
講「
女
性
活
躍
と
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
」

　

二
月
十
日
㈭
十
七
名
参
加

　

講
師
：
山
岡
正
子
氏

第
二
十
二
講「
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
ン
グ
」

　

二
月
十
六
日
㈬
二
四
名
参
加

　

講
師
：
上
岡
実
弥
子
氏

第
二
十
三
講「
セ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

講
座
〜
私
の
中
の
ス
ト
レ
ス
を
知
る
」

　

三
月
四
日
㈮
十
七
名
参
加

　

講
師
：
内
海
典
子
氏

第
二
十
四
講「
ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ

と
問
題
解
決
」

　

三
月
十
日
㈭
二
五
名
参
加

　

講
師
：
上
岡
実
弥
子
氏
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埼
玉
県
経
営
革
新
計
画

デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
事
業

補
助
金（
第
２
回
）の

公
募
を
開
始
し
ま
す

　

埼
玉
県
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
る
経
営
環

境
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
活
用
し
た
経
営
革
新
計
画
の

実
行
に
必
要
な
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

·
 

公
募
期
間　

令
和
４
年
４
月
25
日

㈪
か
ら
令
和
４
年
６
月
30
日
㈭
ま

で

·
 

対
象
者

１ 　
県
内
に
登
記
簿
上
の
本
店（
個
人

事
業
主
は
住
民
票
上
の
所
在
地
）及

び
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
者

２ 　
組
合
の
場
合
は
、
事
業
及
び
経

費
の
分
担
が
明
確
で
あ
り
、
構
成

員
へ
の
成
果
普
及
体
制
が
整
っ
て

い
る
こ
と

３ 　
令
和
３
年
度
に
県
か
ら
経
営
革
新

計
画
の
承
認（
変
更
承
認
を
含
む
）を

受
け
て
い
る
者
で
、
承
認
さ
れ
た
計

画
に
基
づ
き
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
た
新
サ
ー
ビ
ス
・
新
製
品
の
開

発
、
効
率
化
に
よ
る
生
産
性
向
上
、

販
売
促
進
等
を
行
う
者

４ 　
令
和
２
年
４
月
以
降
の
任
意
の
３

か
月
の
合
計
売
上
高
が
、
令
和
２
年

３
月
以
前
の
３
か
月
の
合
計
売
上
高

よ
り
10
％
以
上
減
少
し
て
い
る
こ
と

５ 　
補
助
金
申
請
日
時
点
で
、
県
内

で
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
引
き
続

き
、
県
内
で
事
業
を
継
続
す
る
意

思
が
あ
る
こ
と

·
 

補
助
対
象
経
費　

建
物
費
、
機
械

装
置
・
シ
ス
テ
ム
構
築
費（
リ
ー
ス

料
を
含
む
）、
技
術
導
入
費
、
専
門

家
経
費
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
利

用
費
、
外
注
費
等

·
 

補
助
率　

補
助
対
象
経
費
の
２
分

の
１

·

補
助
額　
50
万
円
〜
１
５
０
万
円

·
 

必
要
書
類　

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.pref.saitam

a.lg.jp/
a0803/2021jigyousaikouchiku.htm

l
·

問
い
合
わ
せ
先

　

県
産
業
支
援
課

　

（
０
４
８
︱
８
３
０
︱
３
９
０
３
）

令
和
４
年
度
前
期

技
能
検
定
試
験
実
施
の

お
知
ら
せ

　

技
能
検
定
は
様
々
な
職
種
で
働
く
人

の
技
能
を
評
価
す
る
国
家
検
定
制
度
で
、

企
業
や
学
校
で
長
年
に
わ
た
り
技
能
の

向
上
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、
建
築
大
工
や
機
械
検
査
な

ど
約
40
職
種
の
検
定
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
是
非
と
も
御
活
用
く
だ
さ
い
。

　

受
検
す
る
た
め
に
は
、
等
級
ご
と
に

定
め
ら
れ
た
受
検
資
格
が
必
要
で
す
。

受
検
申
請
に
関
す
る
詳
細
は
、
県
内
各

所
で
配
布
す
る
受
検
案
内
を
御
確
認
く

だ
さ
い
。

·
 

試
験
日
程　
令
和
４
年
６
月
７
日
㈫

〜
令
和
４
年
９
月
11
日
㈰
の
期
間
内

で
県
職
業
能
力
開
発
協
会
が
指
定
す

る
日

·
 

受
検
案
内
・
受
検
申
請
書
配
布
場
所

　

 

県
職
業
能
力
開
発
協
会（
さ
い
た
ま

市
浦
和
区
北
浦
和
５
︱
６
︱
５

　

埼
玉
県
浦
和
合
同
庁
舎
５
階
）他

·
 

受
検
申
請
方
法　
令
和
４
年
４
月
４

日
㈪
〜
15
日
㈮
に
受
検
申
請
書
を
同

協
会
へ
提
出（
原
則
郵
送
）

·
 

受
検
手
数
料（
各
等
級
・
職
種
共
通
）

　

 

学
科
試
験
の
み
受
検
：３

︐
１
０
０
円

　

実
技
試
験
の
み
受
検
：１８

︐
２
０
０
円

　

実
技
と
学
科
の
両
方
：２１

︐
３
０
０
円

※ 

令
和
４
年
４
月
１
日
現
在
25
歳
未
満

で
２
級
又
は
３
級
実
技
試
験
受
検
者

は
、
受
検
手
数
料
を
９
︐
０
０
０
円

減
額
し
ま
す
。（
た
だ
し
、
受
検
申

請
日
に
お
い
て
雇
用
保
険
被
保
険
者

で
あ
る
者
に
限
り
ま
す
。）

·
問
い
合
わ
せ
先

・
受
検
申
請
・
実
施
職
種
に
つ
い
て

　

県
職
業
能
力
開
発
協
会

　

（
０
４
８
︱
８
２
９
︱
２
８
０
２
）

http

：//w
w

w
.saitam

a-vada.or.jp/

・
技
能
検
定
制
度
全
般
に
つ
い
て

　

県
産
業
人
材
育
成
課

　

（
０
４
８
︱
８
３
０
︱
４
６
０
２
）

https

：//w
w

w
.pref.saitam

a.lg.jp/
a0811/kentei/index.htm

l

社
員
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習
に

県
が
講
師
を
派
遣
し
ま
す

　

県
で
は
、
中
小
企
業
等
を
対
象
に
、

講
師
派
遣
に
よ
る
在
職
者
向
け
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
講
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

い
つ
も
の
作
業
環
境
や
使
い
慣
れ
た

機
械
で
実
践
的
な
技
術
指
導
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

新
入
社
員
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
教
育
、

各
種
検
定
受
検
対
策
な
ど
に
御
活
用
く

だ
さ
い
。

·
 

講
習
分
野　
機
械
操
作
、
溶
接
、
Ｃ

Ａ
Ｄ
、
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
、
介
護
ス
キ
ル

な
ど
様
々
な
分
野
の
講
習
が
可
能
で

す
。

·
 

定
員　
３
人
以
上（
最
大
人
数
は
講

習
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。）

·
 

講
習
時
間
等　
１
講
習
当
た
り
12
〜

30
時
間（
ご
要
望
に
応
じ
て
実
施
日

や
時
間
を
設
定
可
能
で
す
。）

·
 

受
講
料

　

1
人
当
た
り
２
︐
０
０
０
円
〜

　

 

（
材
料
費
・
テ
キ
ス
ト
代
等
は
、
企

業
で
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。）

·

問
い
合
わ
せ
先

　

県
産
業
人
材
育
成
課

　

（
０
４
８
︱
８
３
０
︱
４
５
９
８
）

仕
事
の
現
場
撮
影
協
力

企
業
等
を
募
集
し
ま
す

　

県
で
は
、
中
学
生
の
勤
労
観
・
職
業

観
を
育
み
、
将
来
の
職
業
選
択
の
幅
を

広
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
県
内
の

様
々
な
仕
事
を
紹
介
す
る
動
画
を
制
作

し
ま
す
。そ
こ
で
、次
の
と
お
り
取
材
・

撮
影
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
る
県
内

企
業
等
を
募
集
し
ま
す
。（
事
業
の
実

施
確
定
は
３
月
末
予
定
）

·
 

募
集
業
種　
①
製
造
業（
Ｖ
Ｒ
動
画

付
き
）、
②
電
気
・
ガ
ス
・
熱
供
給
・

水
道
業
、
③
金
融
業
・
保
険
業
、
④

不
動
産
業
・
物
品
賃
貸
業
、
⑤
宿
泊

業
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス
、
⑥
そ
の
他
サ

ー
ビ
ス
業
、
⑦
医
療
・
福
祉

·
 

応
募
方
法　
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。

「
業
種
」、「
企
業
・
団
体
名
」、「
住

所
」、「
連
絡
先
」、「
Ｐ
Ｒ
ポ
イ
ン
ト
」

を
記
載
の
う
え
、
問
い
合
わ
せ
先
に

メ
ー
ル
で
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

·
 

応
募
期
限　
令
和
４
年
５
月
末

·
 

問
い
合
わ
せ
先

　

県
産
業
人
材
育
成
課

　

（
０
４
８
︱
８
３
０
︱
４
６
０
７
）

　

メ
ー
ル

　

a4590-01@
pref.saitam

a.lg.jp

彩
の
国
卓
越
技
能

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
を

御
活
用
く
だ
さ
い

　

県
で
は
次
代
の
担
い
手
と
な
る
若
年

技
能
者
の
育
成
支
援
の
た
め
、
現
代
の

名
工（
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
）受
賞
者
を

事
業
所
な
ど
に
派
遣
す
る
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

・ 

一
つ
の
道
を
極
め
た
方
の
体
験
談
を

聞
き
た
い

・ 

も
の
づ
く
り
の
コ
ツ
な
ど
の
話
を
聞

き
た
い

・ 

技
能
競
技
大
会
出
場
に
向
け
て
ア
ド

バ
イ
ス
が
ほ
し
い

・ 

も
の
づ
く
り
体
験
教
室
に
教
え
に
来

て
ほ
し
い　

な
ど

　

実
施
内
容
は
講
話
が
基
本
と
な
り
ま

す
が
、
技
術
指
導
等
も
相
談
に
応
じ
ま

す
。

　

派
遣
費
用
は
無
料
で
す
。
材
料
を
必

要
と
す
る
指
導
等
を
御
希
望
の
際
は
、

材
料
費
等
を
御
負
担
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
御
相
談
く
だ
さ
い
。

·

問
い
合
わ
せ
先

　

県
産
業
人
材
育
成
課

　

（
０
４
８
︱
８
３
０
︱
４
６
０
２
）
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ⅩⅠ

⑻
衛
生
管
理
者
受
験
対
策
講
座

⑼
安
全
管
理
者
選
任
時
研
修

2
�
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ォ
ー
ラ
ム

⑴
第
4
回
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ォ
ー
ラ

ム

3
�
通
信
講
座

Ⅴ

一
般
対
策
活
動

1
�
文
化
・
体
育

⑴
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

Ⅵ

県
と
の
共
同
事
業

1
�
知
事
部
局
・
教
育
局
等
の
研
修
へ
の

民
間
講
師
派
遣

Ⅶ

調
査
活
動

1
�
賃
金
関
係

⑴
春
季
賃
金
交
渉

⑵
年
収
引
き
上
げ
率
調
査

2
�
労
働
情
報

⑴
春
季
賃
金
交
渉
結
果

⑵
労
働
経
済
一
般
の
情
報

3
�
企
業
経
営
動
向
調
査
↓
中
止

一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
の
で
中
止
た

だ
し
時
宜
を
得
た
特
別
調
査
は
タ
イ
ム

リ
ー
に
実
施

4
�
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
の
「
埼
玉
県
に
お
け
る
働

き
が
い
の
あ
る
会
社
調
査
」
参
加
へ
の

積
極
的
な
情
宣

5
�
そ
の
他

⑴
緊
急
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
特
別
調
査

Ⅷ

広
報
活
動

1
�
会
報
の
発
行

⑴
埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス

2
�
会
員
名
簿
の
発
行

3
�
埼
玉
県
経
営
者
協
会
の
案
内

4
�
参
考
図
書
、
資
料
の
発
行

⑴
安
西
�
著
・
当
会
編
「
管
理
監
督
者

の
た
め
の
採
用
か
ら
退
職
ま
で
の
法

律
実
務
」
平
成
29
年
改
定
版

販
売

⑵
労
務
関
係
実
務
資
料
、
情
報

5
�
日
本
経
団
連
発
行
図
書
、
資

料
の
紹
介
、
普
及

⑴
経
営
・
人
事
・
労
務
関
係
図

書
、
資
料

⑵
経
営
労
働
政
策
特
別
委
員
会

報
告

⑶
そ
の
他
の
資
料
、
情
報

Ⅸ

協
力
サ
ー
ビ
ス
活
動

1
�
労
務
相
談

2
�
講
師
の
派
遣
斡
旋
、
弁
護
士

な
ど
資
格
者
の
紹
介
等

3
�
人
材
の
紹
介

4
�
参
考
図
書
、
資
料
の
紹
介
、

斡
旋
等

5
�
各
種
情
報
の
提
供

6
�
行
政
並
び
に
関
係
団
体
の
事

業
へ
の
協
力

Ⅹ

組
織
活
動

1
�
未
入
会
企
業
の
入
会
促
進

今
年
度
の
最
重
要
テ
ー
マ
と
し

て
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
下
、

積
極
的
に
推
進

連
絡
活
動

1
�
日
本
経
団
連
と
の
連
携
強
化
、

情
報
交
換

2
�
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
並
び
に
他
県

経
協
と
の
連
絡
提
携
、
情
報
交

換
3
�
公
設
委
員
会
使
用
者
側
委
員

の
推
薦
と
連
絡
、
情
報
交
換

4
�
他
経
済
団
体
並
び
に
労
働
団

体
と
の
連
絡
、
情
報
交
換

5
�
報
道
機
関
と
の
連
絡
、
情
報

交
換

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http://www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の
専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

受受入入企企業業

情報の授受
相談など

斡旋・紹介

企業間交渉の
機会の設定など

セセンンタターー
情報の授受
相談など

送送出出企企業業
人人事事部部門門
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この印刷物は再生紙を使用しています

告

知

版

★
新
入
社
員
研
修
【
来
場
型
研
修
】

日
時　

 

四
月
五
日
㈫
九
時
三
〇
分
〜
一
六

時
四
五
分

会
場　

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
一
・
四
〇
二

内
容　

 

速
や
か
に
職
場
に
適
応
し
、
一
日
も

早
く
職
場
の
活
力
と
な
る
た
め
に

講
師　

 

り
そ
な
総
合
研
究
所
株
式
会
社
パ

ー
ト
ナ
ー
講
師　

古
澤
美
奈
子
人

材
教
育
研
究
所　

代
表　

古
澤
美

奈
子
氏

★
新
入
社
員
研
修【
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
】

日
時　

 

四
月
一
一
日
㈪
九
時
三
〇
分
〜

一
七
時
〇
〇
分

開
催　

 

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

内
容　

 

速
や
か
に
職
場
に
適
応
し
、
一
日
も

早
く
職
場
の
活
力
と
な
る
た
め
に

講
師　

 

り
そ
な
総
合
研
究
所
株
式
会
社
パ

ー
ト
ナ
ー
講
師　

古
澤
美
奈
子
人

材
教
育
研
究
所　

代
表　

古
澤
美

奈
子
氏

★
安
全
管
理
者
選
任
時
研
修

日
時　

 

四
月
二
一
日
㈭
、
五
月
一
八
日
㈬
、

五
月
三
〇
日
㈪

会
場　

J
A
共
済
埼
玉
ビ
ル

内
容　

 

安
全
管
理
者
を
選
任
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
業
所
の
ご
担
当
者
様

へ
絶
好
の
機
会
と
し
て
、
株
式
会

社
ウ
ェ
ル
ネ
ッ
ト
と
の
共
同
開
催

講
師　

 
株
式
会
社
ウ
ェ
ル
ネ
ッ
ト
専
任
講

師　

松
本
陽
子
氏
・
中
村
文
彦
氏
、

大
谷
洋
氏

★�

第
一
種
・
第
二
種
衛
生
管
理
者
受
験
の
た

め
の
対
策
講
座

日
時　

 

五
月
二
六
日
㈭
・
二
七
日
㈮
、

　
　
　

六
月
二
〇
日
㈪
・
二
一
日
㈫

会
場　

 

J
A
共
済
埼
玉
ビ
ル

内
容　

 

合
格
率
八
九
.
四
%
を
誇
り
試

験
・
合
格
請
負
人
と
し
て
有
名
な

株
式
会
社
ウ
ェ
ル
ネ
ッ
ト
と
の
共

同
開
催

講
師　

 

株
式
会
社
ウ
ェ
ル
ネ
ッ
ト
専
任
講
師　

宮
下
育
之
氏
・
北
村
み
は
る
氏

★�

令
和
四
年
度
埼
玉
県
産
業
労
働
部
主
要
施

策
説
明
会

日
時　

 

四
月
二
一
日
㈭
一
四
時
〇
〇
分
〜

一
六
時
〇
〇
分

会
場　

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇
四

★
令
和
四
年
度
人
事
・
賃
金
講
座

日
時　

 

四
月
二
五
日
㈪
一
三
時
三
〇
分
〜

一
六
時
三
〇
分

開
催　

 

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇
四

内
容　

 

仕
事
基
準
の
納
得
性
を
高
め
る
人

事
考
課
制
度

講
師　

 

経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス
・
人
事
賃

金
セ
ン
タ
ー
長　

平
田
武
氏

★
令
和
四
年
度
第
一
回
S
D
G
s
委
員
会

日
時　

 

五
月
一
六
日
㈪
一
三
時
三
〇
分
〜

一
六
時
三
〇
分

開
催　

 

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇
四

内
容　

 

S
D
G
s
導
入
研
修

講
師　

 

株
式
会
社
イ
ン
ソ
ー
ス　

百
瀬
裕

也
氏

★�

令
和
四
年
度
第
一
回
働
き
方
改
革
・
働

き
が
い
向
上
委
員
会

日
時　

 

五
月
二
三
日
㈪（
D
A
Y
1
）、

　
　
　

六
月
二
一
日
㈫（
D
A
Y
2
）、

　
　
　

七
月
二
〇
日
㈬（
D
A
Y
3
）

　
　
　

一
三
時
三
〇
分
〜
一
六
時
三
〇
分

開
催　

 

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇
四

（
D
A
Y
1
、D
A
Y
2
、D
A
Y
3
）

内
容　

 

1
o
n
1
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

3
D
A
Y
S
セ
ミ
ナ
ー「
圧
倒
的

組
織
力
向
上
が
み
ら
れ
る
企
業
が

導
入
し
て
い
る
の
は
、1
o
n
1

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
す
〜「
基
礎
行

動
」「
実
践
行
動
」「
応
用
行
動
」

を
た
っ
ぷ
り
と
時
間
を
か
け
て
体

得
し
ま
し
ょ
う
〜
」

講
師　

 

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
株
式
会
社　

パ

ー
ト
ナ
ー
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
コ
ー
チ　

加
地
照
子
氏

★�

労
働
法
解
説
講
座
・『
採
用
か
ら
退
職

ま
で
の
法
律
実
務〔
改
定
第
一
七
版
〕』

発
行
記
念　

著
者　

安
西
愈
弁
護
士
に

よ
る
解
説
講
座

日
時　

 

五
月
二
五
日
㈬
一
三
時
三
〇
分
〜

一
六
時
三
〇
分

会
場　

 

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
一
・
四
〇
二

講
師　

 
安
西
法
律
事
務
所
所
長　

弁
護
士　

安
西
愈
氏

会
員
の
動
き

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

㈱
ワ
イ
エ
イ
チ
ト
レ
イ
デ
ィ
ン
グ

　

代
表
取
締
役　

中
山　

三
夫

　

 

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
前
地
二
︱
一
三
︱

二
︱
六
〇
三

　

電
話
〇
四
八
︱
六
五
一
︱
六
六
八
八

　

（
資
）一
千
万
円

　

 

冷
凍
空
調
機
器
の
販
売
、コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー

〈
代
表
者
変
更
〉

㈱
田
口
型
範

　

代
表
取
締
役
社
長

　

田
口　

脩
一
郎（
旧　

田
口　

順
）

〈
社
名
変
更
〉・〈
住
所
変
更
〉

㈱
デ
リ
モ

　

（
旧　

㈱
ク
リ
タ
エ
イ
ム
デ
リ
カ
）

　

草
加
市
柿
木
町
宝
一
三
三
八
︱
一
五

　

（
旧　

越
谷
市
大
沢
三
二
七
一
）

〈
住
所
変
更
〉

む
さ
し
の
カ
ー
ド
㈱

　

 

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一
︱
一
〇

︱
八

　

 

（
旧　

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
四

︱
二
一
八
）

〈
お
詫
び
〉

　

一
二
月
に
送
付
の
会
員
名
簿
の
誤
り
。

㈱
関
電
工　

北
関
東
・
北
信
越
営
業
本
部

埼
玉
支
店

　

正　

挾
間　

義
浩（
誤　

挟
間　

義
浩
）

埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス
四
二
七
号

2
0
2
2
年
3
月
25
日
発
行

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一
︲
七
︲
五
︲
八
七

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
九
階

発
行
所　
　
　
埼
玉
県
経
営
者
協
会

発
行
人　

廣
澤
健
一

編
集
人　

宮
田
信
久

電
話
〇
四
八
︲
六
四
七
︲
四
一
〇
〇

印
刷
所　

望
月
印
刷
株
式
会
社

さ
い
た
ま
市
中
央
区
円
阿
弥
五
︲

八
︲

三
六

一
般
社
団

法

人

新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
柔
軟
化

　

令
和
三
年
三
月
二
五
日
公
表
の
「
テ

レ
ワ
ー
ク
の
適
切
な
導
入
及
び
推
進
の

た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
は
、
そ
れ
以

前
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（
平
成
三
〇
年
二
月

二
二
日
公
表
）の
も
の
と
は
異
な
り
、
相

当
弾
力
化
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
は
「
テ
レ
ワ
ー
ク
は
、
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
『
新
た
な

日
常
』、『
新
し
い
生
活
様
式
』
に
対
応

し
た
働
き
方
で
あ
る
と
同
時
に
、
働
く

時
間
や
場
所
を
柔
軟
に
活
用
す
る
こ
と

の
出
来
る
働
き
方
と
し
て
、
更
な
る
導

入
・
定
着
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。」
と
の
趣
旨
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
。

こ
れ
は
、
菅
内
閣
時
代

の
規
制
改
革
推
進
会
議

で
「
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進

の
観
点
か
ら
制
度
の
取

扱
い
や
運
用
の
明
確
化

や
柔
軟
化
を
行
う
。」

と
の
方
針
の
下
に
策
定

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

労
働
時
間
の
柔
軟
化

　

新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
労
働
時
間

の
柔
軟
な
取
扱
い
と
し
て
、「
通
常
の
労

働
時
間
制
度
及
び
変
形
労
働
時
間
制
」

に
つ
い
て
、「
通
常
は
、
始
業
及
び
終

業
の
時
刻
や
所
定
労
働
時
間
を
あ
ら
か

じ
め
定
め
る
必
要
が
あ
る
が
、
テ
レ
ワ

ー
ク
で
オ
フ
ィ
ス
に
集
ま
ら
な
い
労
働

者
に
つ
い
て
必
ず
し
も
一
律
の
労
働
時

間
に
労
働
す
る
必
要
が
な
い
と
き
に
は
、

そ
の
日
の
所
定
労
働
時
間
は
そ
の
ま
ま

と
し
つ
つ
、
始
業
及
び
終
業
の
時
刻
に

つ
い
て
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
う
労
働
者
ご

と
に
自
由
度
を
認
め
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
使
用
者
が

あ
ら
か
じ
め
就
業
規
則
に
定
め
て
お
く

こ
と
に
よ
っ
て
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
う

際
に
労
働
者
が
始
業
及
び
終
業
の
時
刻

を
変
更
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。」
と
し
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
所
定
労
働
時
間
、
例
え

ば
八
時
間
は
そ
の
ま
ま
で
、
そ
の
時
間

を
守
れ
ば
、「
労
働
者
は
始
業
、
終
業
時

刻
は
自
由
に
選
択
で
き
る
。」
と
就
業

規
則
で
定
め
て
お
れ
ば
、
使
用
者
の
承

諾
な
く
、
自
己
の
選
択
で
始
業
・
終
業

時
刻
を
繰
上
げ
、
繰
下
げ
し
て
働
く
こ

と
が
出
来
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

し
て
、
そ
れ
に
伴
い
休
憩
時
間
な
い
し
、

中
抜
け
時
間
も
自
由
に
選
択
で
き
る
旨

就
業
規
則
で
定
め
れ
ば
、
一
日
八
時
間

の
所
定
労
働
時
間
を
働
く
な
ら
ば
途
中

の
中
抜
け
時
間
も
自
由
に
選
択
し
得
る

こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
は
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
に

関
し
て
、「
一
定
程
度
労
働
者
が
業
務

か
ら
離
れ
る
中
抜
け
時
間
に
つ
い
て
も
、

労
働
者
自
ら
の
判
断
に
よ
り
、
そ
の
時

間
分
そ
の
日
の
終
業
時
刻
を
遅
く
し
た

り
、
清
算
期
間
の
範
囲
内
で
他
の
労
働

日
に
お
い
て
労
働
時
間
を
調
整
し
た
り

す
る
こ
と
が
可
能
」
と
の
新
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
記
述
か
ら
も
わ
か
る
。

時
間
外
、
深
夜
等
の
事
前
許
可
も
不
要

　

旧
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、「
労
働
者
が

時
間
外
、
深
夜
ま
た
は
休
日
等
の
時
間

外
」
に
業
務
を
行
っ
た
場
合
で
あ
っ
て

も
、
就
業
規
則
等
に
事
前
に
申
告
し
使

用
者
の
許
可
を
得
る
こ
と
及
び
後
に
報

告
が
必
要
と
の
場
合
に
、
労
働
者
が
そ

れ
に
従
わ
ず
事
後
報
告
も
な
か
っ
た
場

合
に
は
、
使
用
者
の
関
与
な
し
に
行
わ

れ
た
も
の
と
評
価
で
き
る
た
め
、「
労
働

基
準
法
上
の
労
働
時
間
に
該
当
し
な
い
」

と
の
定
め
を
し
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
き

事
前
許
可
な
ど
「
通
常
の
働
き
方
に
比

べ
て
制
約
が
大
き
く
」
テ
レ
ワ
ー
ク
の

促
進
上
制
限
に
働
く
と
い
っ
た
意
見
が

あ
り
、
柔
軟
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

テ
レ
ワ
ー
ク
制
の
労
働
時
間

の
柔
軟
化

�
弁
護
士　

安
西　
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